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〔午後３時００分 開会〕 

１．開会 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 それでは、定刻となりましたので、これより令和元年度淀川水系流域委員会地域委員会

第１回を開催させていただきます。私は事務局の近畿地方整備局 河川計画課の森田です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日のご出席の委員でございますけれども、小川委員が10分ほどおくれるというふうに

お聞きしております。上田耕二委員がご欠席ということで、全委員10名中９名がご出席と

いうことで定足数に達しております。委員会として成立しておりますことをご報告させて

いただきます。 

 議事に入ります前に、お手元の配布資料リストに記載しております資料についてご確認

をお願いいたします。資料は11点ございます。不足資料等がございましたら事務局までお

申しつけください。 

 続きまして、会議運営に当たってのお願いでございます。発言の記録につきましては、

会議の進行に支障を来さない範囲でお願いいたします。会議中における一般傍聴者及び報

道関係者の方のご発言は認められておりませんので、ご注意ください。 

 一般傍聴者からのご意見につきましては、委員会の後半でお伺いする時間を設けてござ

います。また、近畿地方整備局のホームページや郵送でもお受けしておりますのでご活用

ください。携帯電話等につきましては、電源を切るかマナーモードに設定し、会議中の使

用はお控え願います。また、会議の秩序を乱す行為または妨げとなる行為はないようにお

願いいたします。会議の進行に支障を来す行為等があった場合には、傍聴をお断りしたり

退室をお願いしたりする場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

 それでは、議事に入ります前に今年度初めての委員会でございますので、こちらの事務

局メンバーのほうの自己紹介をさせていただきます。右の琵琶湖のほうからお願いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 事務所長 堀田） 

 琵琶湖河川事務所長の堀田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部 広域水管理官 佐久間） 

 河川部 広域水管理官の佐久間です。よろしくお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部 河川調査官 山本） 

 河川部 河川調査官の山本でございます。どうぞよろしくお願いします。 
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○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長 橋爪） 

 河川計画課の橋爪でございます。よろしくお願いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 淀川河川事務所の犬丸と申します。副所長をしております。本日は三戸の代理というこ

とで出席させていただきました。よろしくお願いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川ダム統合管理事務所 事務所長 成宮） 

 淀川ダム統合管理事務所長の成宮でございます。いつもお世話になりありがとうござい

ます。 

○河川管理者（水資源機構 琵琶湖開発総合管理所 所長 門田） 

 水資源機構 琵琶湖開発総合管理所長の門田と申します。よろしくお願いいたします。 

○河川管理者（水資源機構 関西・吉野川支社 副支社長 東出） 

 水資源機構 関西・吉野川支社の副支社長の東出です。よろしくお願いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 木津川上流河川事務所 事務所長 田中） 

 木津川上流河川事務所長の田中でございます。よろしくお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 大戸川ダム工事事務所 事務所長 松田） 

 大戸川ダム工事事務所長の松田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 猪名川河川事務所 事務所長 井樋） 

 猪名川河川事務所長の井樋と申します。きょうは、よろしくお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川環境部 課長 藤井） 

 河川部河川環境課長の藤井でございます。よろしくお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川管理課 課長 冠） 

 河川部河川管理課長の冠と申します。よろしくお願いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部水政課 課長 下原） 

 河川部水政課長の下原です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○河川管理者（兵庫県県土整備部 土木局総合治水課 勝野課長代理 河野） 

 兵庫県総合治水課勝野課長代理の河野と申します。よろしくお願いします。 

○河川管理者（滋賀県土木交通部 流域政策局 副局長(兼)広域河川政策室長 伊吹) 

 滋賀県流域政策局の伊吹と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○河川管理者（大阪府都市整備部 河川室河川整備課 美馬課長代理 関本） 

 大阪府都市整備部河川室美馬の代理の関本です。よろしくお願いします。 
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○河川管理者（京都府建設交通部 谷川理事代理 髙野） 

 京都府建設交通部谷川の代理で出席させていただいております髙野と申します。よろし

くお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 それでは、議事に移らせていただきます。中谷委員長、よろしくお願いいたします。 

２．議事 

淀川水系河川整備計画に基づく事業等の進捗点検結果について 

（淀川本川・宇治川・瀬田川・野洲川） 

○中谷委員長 

 それでは、始めさせていただきます。委員の皆様、ご出席ありがとうございます。また、

事務局の皆様もお疲れさまです。 

 それでは、１回目の流域委員会地域委員会をこれから始めさせていただきます。先ほど

配っていただいている資料の紹介がありましたが、まずは資料－１について事務局のほう

から進め方についての説明をお願いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長 橋爪） 

 事務局から右肩に資料－１と書かれた進め方についてご説明をさせていただきます。 

 まずは、これまでの経過でございます。皆様、よくご承知かと思いますけれども、これ

まで淀川水系の河川を３つにグループ分けしまして、３年ごとにローテーションで進捗点

検を行ってきたというところでございまして、これまで２巡終了しまして、今年度から３

巡目というところで進捗点検をしていきたいと思ってございます。 

 具体的には資料に書かれております四角の中に書いてありますけれども、まず、今年度、

これから進捗点検のご意見をいただくのは、淀川・宇治川・瀬田川・野洲川というところ

で今年度進捗点検を行っていきたいと考えております。来年のＲ２年度以降につきまして

は、Ｒ２年度が桂川・猪名川、Ｒ３年度につきましては木津川の上下流ということで３巡

目の進捗点検をしていきたいと考えてございます。 

 進捗点検の対象の期間でございます。資料の真ん中あたりに書かせていただいておりま

すけれども、近３カ年ということで、前回の進捗点検後の３年間ということで、具体的に

は今回の淀川・宇治川・瀬田川・野洲川につきましては、平成28・29・30年の３カ年の進

捗状況について進捗点検をお願いしたいというふうに思ってございます。 

 進め方については以上でございます。 
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○中谷委員長 

 ありがとうございました。 

 今ほど説明がありましたように、水系の川を３つに分けてローテーションで点検をして

いるということになっています。今回は、淀川・宇治川・瀬田川・野洲川について平成28

年度から30年度に実施された事業の点検についてということになっておりますので、委員

の皆さんはそういう進め方になっているのに特段ご意見等はないと思いますので、次へ進

めさせていただきます。 

 それでは、実際の事業の点検なのですが、まず配っていただいている資料－２－１の社

会情勢の変化等についての説明をお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 それでは、事務局のほうより資料説明をさせていただきます。 

 資料は右肩に資料－２－１と書いておる資料をご覧ください。こちらをめくっていただ

きますと目次をつけてございます。まず、１つ目が「近年における『社会情勢の変化・地

域の状況』」、それと２つ目としまして、それを踏まえた「今後の河川整備の新たな視

点」につきまして取りまとめてございます。 

 資料をめくっていただきまして３ページをご覧ください。こちらでは、まず社会情勢の

変化ということで、近年の雨の降り方の変化について気象庁の資料を引用してございます。

ここではグラフを２つつけておりますけれども、グラフの左側のほうが全国のアメダスで

１時間に50㎜以上の雨が降った年間の発生回数。右のほうが１時間に80㎜の雨が降った年

間の発生回数をつけたものでございます。アメダスは、現在では1,300カ所に設置されて

おりますけれども、1975年当時は800カ所ぐらいしかなかったということで、その観測地

点を１カ所当たりに換算をしまして、それに1,300を掛けて同じ指標の上で評価をしたと

いうものがこのグラフになってございます。 

 見ていただきますと赤い線を引いておりますけれども、まず50㎜のほうから見てみます

と、統計期間のうちに発生回数が1.4倍に増えてきているという状況になっております。

80㎜のほうを見ていただきますと、最初の10年間と比較をしまして1.6倍に増えてきてい

るというようなことで、近年短時間に強い雨が降る回数が増えてきているというようなこ

とが見受けられるというふうに考えてございます。 

 次の４ページをご覧ください。こちらは、昨年平成30年の台風21号による高潮の状況を

まとめたものでございます。ご承知のとおりかと思いますが、左の濃い青が目立つような
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図面をつけておりますけれども、大阪市内につきましては０ｍ地帯が多いということで、

潮位の上昇に伴って浸水を防ぐために、まず淀川本川のほうにつきましては、オレンジ色

の丸をつけた箇所、伝法大橋、阪神のなんば線の橋梁、それと国道２号の淀川大橋のとこ

ろの左右岸にそれぞれ陸閘を設けておりまして、堤防の高さを補うように閉め切って浸水

を防ぐことを行っております。 

 その下、安治川水門、尻無川水門、木津川水門と書いておりますが、赤い丸をつけたと

ころにつきましては、大阪府さんが管理をされております水門、これをもって潮位による

浸水を防ぐということをされてございます。平成30年の台風21号のときには、大阪湾で過

去最高潮位を記録するような台風だったわけでございますけれども、この水門を閉めたこ

と、それと陸閘を閉めておったと。あと、それによりまして上がった水位につきましては、

毛馬の排水機場のほうから排水をしたということで、大阪市内の浸水被害を防ぐことがで

きたと考えております。 

 ４ページの右下のほうに小さく図面、横断図をつけておりますけれども、陸閘の敷高を

21㎝ほど河川の水位が上回るようなことがございましたが、陸閘を閉めておったことで堤

内地に浸水することは防げたという状況でございます。 

 続きまして、５ページ目をご覧ください。こちらは平成29年の10月に発生ました台風21

号のときですけれども、このときにも天ヶ瀬ダムが洪水調節を行ったということに伴いま

して、上流の瀬田川洗堰のほうではゲートを全て閉める全閉操作というものを行ってござ

います。全閉操作につきましては、その前の平成25年の台風18号のときにも行ってござい

まして、平成25年以来４年ぶりにまた全閉操作を行ったというのが平成29年でございまし

た。その平成25年の全閉操作というのは、実はその前は41年前しかなかったわけで、41年

ぶりに全閉操作を行ってから４年後にまたすぐに全閉操作を行わないといけなくなったと

いうことで、ここでご紹介をさせていただいてございます。 

 ６ページのほうでは、その事業の進捗状況についてご説明をしてございます。宇治川の

塔の島地区ですけれども、昭和56年からずっと改修事業を行ってまいりまして、河道の断

面を掘り下げたり、護岸を緩傾斜にするといった改修を進めてきておりましたが、平成30

年度をもちましてこの改修が完了したということでございます。この完了したことにより

まして、宇治地点では1,500㎥/sという流下能力を確保することができまして、これは現

在の河川整備計画の目標としております昭和28年の台風13号を安全に流すことが可能とな

るというものでございます。 
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 続きまして、次の７ページ目、こちらも事業の進捗ということでご紹介をさせていただ

いておりますが、淀川本川の河口部にあります阪神電鉄のなんば線の淀川橋梁の架け替え

でございます。こちらも平成12年に事業化をされてございましたが、これまで関係機関と

の調整をずっと続けてまいりまして、平成30年度に工事に着工することができるようにな

りました。この工事につきましては、ここの阪神のなんば線の橋梁については図面にもつ

けておりますように右下のところに描いておりますが、まず橋梁の高さが低いということ

で、先ほどもご紹介をしました堤防の部分を一部切り欠いております。高さが低い部分に

つきましては、陸閘を閉めて補うということを行っております。改修をすることで橋梁が

７ｍ高い位置に架け替えることになります。それだけではなくて、この左上の写真を見て

いただいてもわかりますように、かなり橋梁の橋脚の数が多くなってございまして、今39

本ございます。それによって河川の水位がせき上げられてしまうわけですけれども、改修

後には10本に減らすことによって、そのせき上げの影響についても軽減していこうという

ことで陸閘も不要になるということと、河川の水位のせき上げが減るという効果が期待さ

れているところでございます。 

 続きまして、８ページ目のほう。こちらでは河川利用の部分のご紹介でございます。琵

琶湖に流入します野洲川の河口で行っている事業でございます。守山市と国の連携した事

業で、ここでは守山市が主催しております、いかだ下りのゴール地点になっている場所で

ございまして、写真の左下を見ていただきますと高水敷に草が生えてしまって、また高水

敷から低水路に下りる部分もかなり落差が生じてしまっていたと。それを低水路から高水

敷に上がりやすくするための緩傾斜の護岸を整備したのが、その一番右下の写真でござい

ます。こういった緩傾斜にすることで、上流からいかだで下ってきたものを揚げやすくす

ると。それとあわせて高水敷につきましても守山市で公園整備をされてございまして、い

わゆる川でなければできない利用を促進するといった取り組みをここで進めてきたところ

でございます。 

 続きまして、９ページ目。こちらも琵琶湖河川事務所管内の野洲川ですけれども、琵琶

湖の周りをぐるっと自転車で回るビワイチというのが、最近かなり利用者が多くなってご

ざいます。その琵琶湖の周りを回っていく自転車の利用者を野洲川に呼び込むことができ

ないかということをここでは取り組んだ事例でございます。左下の図面のところで「『ビ

ワイチ』よりみちコース構築」と書いた図面があると思います。琵琶湖の南から北を向い

て走ってきた自転車が、そのまま野洲川の左岸側の天端に入っていこうとすると、この湖
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岸道路を横断しないといけない。それが危険だということで、この橋梁の下をアンダーパ

スにしてくるっと回るような形で川の上流を向いて進んでいけるような坂路の整備を行っ

たところでございます。真ん中の一番下のところに坂路を整備した後の写真をつけてござ

いますけれども、くるっと下りていって、この橋の下を通って左岸側の堤防の天端に上が

っていけると。こういったことで、ビワイチで通過をしていくサイクリストを野洲川に呼

び込むことによって、野洲川沿川の地域活性化に寄与できればということを考えていると

ころでございます。 

 また、野洲川につきましては、左上に図面をつけておりますが、この青い線が野洲川で

すけれども、この野洲川沿いに上っていくと上流にある近江鉄道という鉄道もございまし

て、そこでは電車の中に自転車を持ち込むことができるということで、近江鉄道に乗れば、

例えば水口から信楽に行ったりとか、米原にそのまま行って、かなり行動範囲が広がると

いうことも期待をされているところでございます。 

 ちなみに右下につけておりますように、今年の10月には国交省が指定しますナショナル

サイクルルートにこのビワイチも選ばれたというところでございます。 

 10ページ目をご覧ください。こちらは環境でございます。淀川の下流部でイタセンパラ

を復活させる取り組みを進めてきてございます。グラフを左上につけておりますが、淀川

下流域におけるイタセンパラの経年変化で、横軸に年をとって、縦軸に確認した個数をと

っておりますが、平成18年から21年までの間の４年間、生息が確認できなかったというこ

とがありまして、その後「再導入」と書いておりますが、イタセンパラを放流しておりま

す。それに加えて写真の右下にありますようなイタセンパラ協議会による密漁防止のため

の巡視ですとか、あとは特定外来生物でありますヌートリアの駆除などもあわせて行うこ

とでイタセンパラが生息しやすい環境を整えてきて、結果として平成30年には２万匹を超

える個体数を確認できるまでになってきているということでございます。 

 続きまして、11ページ目。こちらは河川協力団体のご紹介でございまして、河川の工事

や維持を民間の力によってお手伝いをしていただこうということで、河川協力団体制度と

いったものが創設されてございます。表につけておりますのは淀川河川事務所、琵琶湖河

川事務所管内の河川協力団体の指定状況でございます。この活動をされている団体の主な

取り組みといたしましては、例えば清掃活動ですとか外来種の除去、環境学習といったこ

とに取り組んでいただいているということで、確実に増えていっている状況にあるのでは

ないかと考えてございます。 
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 続きまして、12ページ目以降は「今後の河川整備の新たな視点」についてご説明をさせ

ていただきます。 

 13ページをご覧ください。ちょっと小さい字で申しわけございませんけれども、ここで

は、今年の10月に国交省が設置をしました技術検討会の提言についての概要をまとめた資

料になってございます。気候変動を踏まえた治水計画のあり方をどういったことに気をつ

けていけばいいかということについて検討が進められてございまして、その提言が今年の

10月に出たところでございます。 

 気候変動につきましては、皆さんご承知のとおりかと思いますが、気候変動が今後進む

ことによって、例えば２℃気温が上昇した場合には、日本のこの近畿のあたりでは降雨量

が1.1倍に増えるということの想定がされております。それが黄色い枠の「将来降雨の変

化」という中のさらに小さい表で、「暫定値」と赤い字で書いた下の表のところでござい

ます。２℃上昇、RCP 2.6といった地域区分のところにつきましては1.1倍、仮に４℃上昇

する場合には1.2倍に増えることもここで想定されてございます。 

 そういったことを踏まえて、下の赤い枠のところでございますが、治水計画の考え方の

ところのその下です、中に幾つか書いてございます。まず、治水計画の見直しといたしま

しては、この２℃上昇が起こるということを前提に治水計画の目標流量に反映して、それ

に対する整備メニューを充実させていく必要があると。また、さらに治水安全度を確保し

ていくために河川整備の速度を加速化していくべきではないかといったことがこの提言の

中に盛り込まれているところでございます。 

 14ページでは、ダムの洪水調節機能とダムにかかわる情報の充実についての提言の内容

をつけてございます。ここでは平成30年、昨年の西日本豪雨を踏まえまして検討を進めて

きて、その後出された提言の内容をここに挙げております。左上の青い枠の中ですけれど

も、異常豪雨によりましてダムの洪水調節容量を使い切ってしまうと、洪水調節ができな

い状態になってしまうといったこととか、ダムの操作にかかわる情報が住民の避難行動に

つながっていないということが主な論点になってございます。 

 それに対して対策の基本方針の中に書いておりますように、ハードとソフトの一体的な

推進ですとか、ダムの下流河川とダム上流の土砂対策、利水容量の治水への活用など、そ

ういった連携した対策が必要と。そのほか③番目としましてダムの操作や防災情報と、そ

の意味を関係者で共有し避難行動につなげるといったことが対策方針として挙げられてご

ざいます。 
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 具体的に今回進捗点検の対象になっております天ヶ瀬ダムのほうで取り組んでいる内容

を「直ちに対応」のところで写真もつけてご紹介しております。写真をつけておりますの

が一番下の左から「継続的な堆砂土砂の撤去」ということで、貯水池内の土砂を継続的に

除去していくということ。あと宇治市の自主防災研修に参加をして、ダムの情報について

のご説明をさせていだく。また、③のところでは住民の方が参加をされます防災訓練に出

かけていって、そういったところでもご説明をさせていだく。それと、水害に強い地域づ

くり協議会でもダムの操作についてご説明をさせていだくといったことをもう既に対応さ

せていただいているところでございます。 

 続きまして15ページ、こちらはソフトの対策の内容になってございます。これまで、ま

るごとまちごとハザードマップということで、この左上の写真につけておりますような浸

水する深さを示した看板をあちこちに設置をしてまいりました。看板は点で場所を示すだ

けですが、ここでは門真市で住民の方々、自治会の方々にご協力をいただいて、この写真

の青いテープが見えると思いますけれども、浸水する高さ、水位がここまで来るといった

ものを、建物ですとか町中にずっと青いテープを張っていくというような取り組みをさせ

ていただいております。このあたりは淀川からもかなり離れているところでございますの

で、ここまで淀川の水が到達するおそれがあるといったことを認識していだく上でかなり

有効的だったのではないかと考えております。 

 その隣が「ダム放流警報の多言語化」ということで、天ヶ瀬ダムの取り組みでございま

すけれども、宇治のあたりはかなり外国人の観光客の方も宿泊されているということで、

そういった方々向けに英語と中国語と韓国語でも放送を平成30年から始めさせていただい

ているということのご紹介をさせていただいてございます。 

 続きまして16ページ、こちらは利用の観点ですけれども、大阪・関西万博の開催が決定

されたということを念頭に、それに向けて舟運の魅力をさらに上げていこうというふうな

ことも考えてございます。現在では大阪の八軒家浜から枚方まで定期運航が開始されたと

ころでございますけれども、さらに大阪湾の河口部に向けましても舟運の魅力を生かした

取り組みが今後求められるのではないかということで検討を進めているというところでご

ざいます。 

 17ページ目、こちらは河川利用でございますけれども、天ヶ瀬ダムで住民の方々にもっ

とダムの役割を知っていただこうということで、インフラツーリズムということでダムを

使った観光といったことに取り組みをさせていただいているところでございます。真ん中
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の赤い「天ヶ瀬ダム・高山ダム特別見学」というふうに、こういった旅行会社が企画され

た見学ツアーを活用しまして、ダムにたくさんの人が来ていだくような取り組みをさせて

いただいているところでございます。 

 左の図面に赤でつけておりますのが天ヶ瀬ダムの場所ですけれども、さらに下流の宇治

橋のさらに下流、京阪の宇治駅の隣のところには、これから「（仮称）お茶と宇治のまち

歴史公園」というものが2021年の秋にオープンする予定でございますので、こういったと

ころと天ヶ瀬ダムをつなぐことで、さらに宇治市の観光が活性化するのではないかという

ことを期待させていただいているところでございます。 

 18ページ目、こちらは維持管理の観点でございます。点検内容をそのまま私どもが使う

だけではなくて、広く国民の皆様に知っていただこうということで、点検した結果を公表

することを平成29年度から始めたということでございます。この「健全性の評価結果の概

要」というところで、こういったように「堤防｣｢樋門｣｢水門」といった構造物ごとに、そ

の点検した結果がどういう状況であるかということを公表させていただいております。こ

こでは見方としてつけておりますけれども、緑色が要監視段階、茶色が予防保全段階、赤

が措置段階ということで、青が異常のない状態です。 

 では、どういったことがその段階に当てはまるのかというものを左の写真のほうでご紹

介をしてございます。護岸の例として、淀川ではないものもちょっと写真としてつけてお

りますけれども、まず要監視段階というのは、この護岸の一部分に亀裂が発生していると

かいったことで、護岸の堤防を守るという機能自体には支障はないのですが変状が起きて

いるというのが要監視段階に当たります。 

 その下の予防保全段階というのは、写真中央の下のほうに、ちょっと穴があいていると

ころがわかると思いますけれども、護岸のブロック自体が欠損してしまっていて中の土砂

がちょっと流れ出しているということで、このままほっておくと進行するのではないかと。

進行性があって、それを予防保全的に対策することが望ましいのではないかというものが、

この茶色の予防保全段階というふうになってございます。 

 措置段階というのがこの中ではなかったわけですけれども、例えばですけれども、この

護岸のように護岸が流出してしまっていて、堤防を守るという機能自体に支障が生じてい

るというものが措置段階というものに当てはまるということで、事例としておつけさせて

いただきました。 

 説明は以上でございます。 
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○中谷委員長 

 説明、ありがとうございました。 

 ただいまの説明に関して、委員の皆様から質問、ご意見等がありましたらお伺いします

が、どうぞ、どなたからでも結構でございますので発言ください。 

○上田豪委員 

 河川協力団体の関係なんですが、全国的に見て河川管理に河川協力団体が参画する。河

川管理というのは、もちろん維持管理やなしに建設も含めたいろんな川の管理なんですけ

れども。そういうことが大きな目的にあると思うんですけれども、全国的にはあちらこち

らで市民団体、協力団体等に委託事業も出していると。それは決して民間でするよりも安

くつくとかそんな話じゃなしに、市民が管理に参加するということによって川づくりに参

加していくと。俺の川ということになって河川管理における市民参画が進んでいくやろう

という大きな目的があると思うんです。 

 木津川のほうで１カ所、植生調査の管理はされていますけれども、全国的にあちらこち

らで樋門の管理も含めていろいろ出ているみたいですけれども、今後どういう方向でされ

るのかということがちょっと。せっかくできた制度、この近畿でも成就させていきたいな

というぐあいに思っていますので、その辺の見通し等についてお願いしたいなと思います。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川環境部 課長 藤井） 

 河川環境課長の藤井でございます。今現在、近畿管内でも20数団体さんがありまして、

淀川水系でもここに紹介させていただいているところがあると思います。今後とも公募に

ついては随時やっていきたいなと思ってございますし、地域でそういう協力団体になって

いだく方々をもう少し掘り起こしていかないといけないかなとは思ってございます。 

 あわせて、当然ながら今維持管理で一部委託をしてやっていただいているところもござ

いますけれども、今後ともそういった活動も可能な限り増やしていくことも想定していか

ないといけいなのかなとは考えてございます。 

○上田豪委員 

 今、河川環境課のほうで答えていただきましたけれども、川の整備も含めて河川環境だ

けでなく全体の問題として、どういう形でここを整備していっていいかという市民参画に

よる検討の場を設けるとか、そんなことも必要かなとは思っています。例えば、ここの清

掃活動は11ページに、ねや川水辺クラブが清掃活動をしていますけれども、これは川のク

リーンアップということではなしに、ここの水辺をもっと身近な水辺にしていくためには
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どういう植生があって、どういう構造になっていったらいいやろうなと。治水と環境をあ

わせ持ちながらここを整備していこうということでやっていて、ワークショップもやって

います。それは公園部局のワークショップですけれども。そして、川の護岸の部分だけじ

ゃなしに、水制の内側にある砂州、そういうところもどうしていったら身近な水辺になる

やろうということでお話をしているわけです。 

 こういうことが、河川協力団体等が参画していく河川法の改正をベースにした市民参画

の意味やと思うんですけどね。どうも、今あちらこちらの協力団体の実態を見ていると、

そこでにぎやかしに市民を呼んできて、そこで活動しているから身近になったんやと。川

は現状のままで身近になったんやということが往々にして起こってしまう。河川レンジャ

ーもそうなんですけれども、そこで活動してたら、それで身近になったんやというのでは

なしに、現状の川を身近になるような川にどう変えていこうかということを市民と一緒に

考えていくということが非常に大切な河川法の改正の本質的な意味でありますので、ここ

は押さえておいてほしいなと思うし、今後どうしていくのか、協力団体とどうあるのかと

いうことをこの場でやはりきちっと出していっていただきたいなというぐあいに思います。

以上です。 

○中谷委員長 

 委員の皆様、他にいかがでしょうか。ないようでしたら。 

○上田豪委員 

 ちょっとすいません。 

○中谷委員長 

 どうぞ。 

○上田豪委員 

 市民参画のことを進めるという意味で僕は言ったわけですけれども、横に小川先生もお

られますけれども、淀川では環境委員会とか流域委員会とかいう形での知識人やとか、よ

う知ってる者の参加というのはあるんですけれども、地先の市民の参加というのがなかな

かないと、このことが非常に問題になってくるんと違うかなと。だから、それで出来上が

った水辺があったとしても、一般市民やそこの地域の地先の人は知らないで、環境委員さ

んがいろいろ言ってくれはって、いいワンドができたとしても「ああ、できたんやな」と、

「ええもんを行政に与えていただいた」ということになって、市民参画の本質の共につく

っていくということには決してなっていない、そういう部分が多いんと違うかなと思って
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の意見ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

○中谷委員長 

 ありがとうございました。 

 どうぞ。 

○松本委員 

 松本です。最初に説明いただいた３ページ目の雨の降り方のデータなんですけれども、

これは時間降水量で出されているんですけれども、最近やっぱり自分自身肌で感じていて、

猪名川をちょくちょく見に行くんですが、猪名川なんかはやっぱり増水がかなり上のほう

まで来る機会が、ちょっと頻度が増えてきたのかなと。これは、時間雨量ではどこら辺ま

でこの水かさが増えてくるのかという感覚とちょっとずれるんですね。だから、別のデー

タ、つまりこれだけ堤防に負荷がかかるような頻度が増えてきますよというあたりの何か

データみたいなのはお出しになられていると思うんですけれども、そういうデータはない

んでしょうか。特に河川に関しては、やっぱり１日降水量とか一定時間内の降水量が非常

に増えているというのが大きいんではないのかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○中谷委員長 

 事務局から、現状についてわからないのでお答えいただけますか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 ちょっと整理した資料というのは今持ち合わせていないんですけれども、基本的に例え

ば河川の計画をつくる際にも流域面積の大きさですとか、山に降った雨が川に到達するま

での時間とか、そういったもので対象とする、例えば何百㎜という雨を対象とするときに

も、どれぐらいの時間で降ったかというその時間というものは流域ごとに変わっているん

ですね。例えば、２日間で降った雨を対象にするかとか、24時間で降った雨を対象にする

かといったことで、対象とする雨を観測する時間の違いもありますので、ちょっと一概に

比較することはできないと思うんですけれども、それぞれの河川ごとに計画を策定する際

に決めた計画降雨継続時間と言っておりますけれども、その時間内で比較をさせていだく

というのは、今はないんですけれども、やり方としてはあるかと思っております。 

○松本委員 

 だから実際どれぐらい、かなり、本当に洪水に近い状態が発生しているのかと、そうい

うのがわかるデータみたいなのを出していただくと、なるほどかなり最近は雨の降り方で

こういう影響がやっぱり及んでいるんだなというのが実感としてわかる、データとしてわ
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かるのかなと思うので。これだと確かにそうだなとは思うんですけれども、ちょっとほか

のデータもないのかなという気がしていました。以上です。 

○中谷委員長 

 はい、ありがとうございます。 

 そうしましたら、後のパートは進捗点検ということなので、今も雨量のお話が出ました

ので、ちょっと私のほうから。13ページの表にある河川整備メニューの見直しとあって、

その前段ではトレンドとしてこれから雨が降りますよと。今まで多くは多分、府県レベル

でしたら100年を将来の目標に据えてというようなところでやっていたと思うんですが、

それが1.2倍になる。そうすると、大体感覚として200年ぐらいの確率になってくるのかな

というところですけれども。ただ、河川整備は下流からやったりとか順番があるので、な

かなかこの目標を変えたといってすぐにやりかえるということは難しいと思われます。そ

うすると、やっぱり減災対策やソフト対策も含めて、要は防災の力を上げていくというこ

とが大事なんだろうなというふうに思うのですが、河川整備メニューの見直しについて具

体的に動き等があればご紹介いただけますでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長 橋爪） 

 河川整備メニューの見直しということにおきましては、去年から整備計画を策定してお

おむね10年ぐらいがたつということもありまして、どれぐらい治水について事業が進んで

きたのかというところを別途検証委員会というのを立ち上げて検証してきたところでござ

います。そうしたところの検証も踏まえると、大分メニューは進んできたけれども、やは

り気候変動の影響で雨の影響も大きくなっているということもあって、さらに治水対策を

もっと進めていくべきだというところも結論として出ているところでございます。 

 そういったことも踏まえまして、現在整備局のほうで各府県さんに今後どういった整備

メニューを進めていったらいいかというところのご意見を今聞いているところでございま

す。また、そういった意見も踏まえまして、今後気候変動も踏まえてどのような整備をし

ていくべきかというところを検討しているというような状況でございます。 

○中谷委員長 

 はい、ありがとうございました。昨今、台風被害のこともあり、強靱化というところで

予算も大分充実していこうという方向にはなっていると思いますし、やっぱり水系全体と

して安全性が高まるような手だてを工夫していただいて、さっきも言いましたけれども何

もトンカチだけやっても間に合わんと思いますので、その辺は後のパートの進捗点検の中
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で人と川とのつながりという項目の中で議論があると思いますけれども、そういうあたり

も含めて充実していけるといいなと思っていますので、よろしくお願いします。 

 ちょっと今申しましたように、これから進捗点検のほうに移らせていただきたいたいと

思いますし、今紹介していただいたことに関して、後々それぞれ整備計画にうたわれてい

る６つのカテゴリーのメニューがありますので、そこに関連してまたご発言、ご意見等を

いただければいいと思いますので次へ進めさせていただきます。 

 それでは、今も言いましたように整備計画の中では「人と川とのつながり｣｢河川環境」

「治水防災｣｢利水｣｢利用｣｢維持管理」という６つの項目がありまして、ボリューム感とか

がありますので、本日は限られた時間でもありますし、まずは「人と川とのつながり」、

そして「河川環境」というところを一まとめにしてこれから説明をいただき、後は議論を

していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは今の２つ、「人と川とのつながり｣｢河川環境」について事務局から説明をお願

いします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 資料－２－２が「人と川とのつながり」です。まず、こちらをご説明させていただきま

す。内容は、特に３カ年の間に取り組んだトピック的なところをかいつまんでご説明をさ

せていただこうと思ってございます。 

 まず、資料ですけれども１ページ目を見ていただきますと、ここでは平成28年度から平

成30年度までの間に、それぞれの点検項目、観点、指標におきまして進捗があったものと、

なかったものを整理してございます。ほとんど「進捗有り」なんですけれども、見ていた

だきますとこの７番目の小径の整備などにつきましては、今回対象となっている河川の中

では進捗はなかったという状況でございます。それぞれの項目ごとにつきまして、次のペ

ージ以降に個別にシートを作成してご説明をさせていただきます。 

 まず最初に、４ページと５ページのところをご覧ください。４ページが河川レンジャー

の充実というところが観点になってございまして、指標が河川レンジャーの在籍人数です

とか交流内容（回数）といったことが指標になってございます。 

 ４ページは、淀川河川事務所管内の河川レンジャーの状況でございまして、右上のグラ

フで平成19年度以降の在籍人数をつけてございます。淀川河川事務所管内では、平成30年

度時点で23名の河川レンジャーの方にご活動をいただいているというところでございまし

て、活動回数につきましては、その下のえんじ色のグラフのように、およそ200回程度の
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活動となっている状況でございます。 

 では、どういったことを活動しているのかといったものが左につけております。まず、

青いところでマイ防災マップとかマイタイムラインの作成といったことが挙げられており

ます。ハザードマップをベースにしまして、それぞれの自治会単位ごとで実際にハザード

マップに書かれた避難所までどういったルートで歩けばいいかとか、その避難所に行くま

での間に危険な箇所はないかとか、そういったものを書き込むマイ防災マップの作成が進

められているところでございます。 

 そのほか真ん中では「住民連携による堤防植生維持管理」と書いておりますけれども、

堤防の天端の道路が見にくくならないように背丈が高くならないような雑草を植える、い

わゆる草丈の低いイワダレソウに植えかえるといったことにつきましても河川レンジャー

の方々にコーディネートしていただいて取り組みをさせていただいていると。 

 その活動の内容が右の活動分布図につけておりますように、赤いものが「川と人とのつ

ながり」、緑色が「環境」、青が「治水」、黄色が「利用」、紫が「維持管理」といった

ことで、どのあたりでどういった活動をされているかといったものをまとめたものになっ

てございます。 

 続きまして、５ページは琵琶湖河川事務所管内の状況でございまして、琵琶湖河川事務

所管内では平成30年度時点で４名の方に活動をいただいておりまして、活動回数につきま

しては右下のグラフに描いておりますように年間40回弱程度のご活動をしていただいてい

るところです。 

 内容につきましては、野洲川におきましては、左に写真をつけておりますが、野洲川の

河口部でヨシ帯を再生する事業を行ってございまして、再生しようとしているヨシ帯がち

ゃんと根づいているかといったことにつきまして、その面積などのモニタリング調査をし

ていだくものを河川レンジャーの方に仲介いただきまして、地元の中学校の方にもご協力

いただいて調査をしていると。 

 そのほか、例えば右の写真につけておりますところでは、地域の方の意見の掘り起こし

ということで、昔の川の写真をあちこちに行ってかき集めてきて、その写真を展示して、

その写真を見ながら川に関する意見を聴取するといったようなことも取り組んでいただい

ているということでございます。 

 続きまして、７ページをご覧ください。こちらは、観点が情報発信の充実ということで、

最近ではSNSを活用した情報発信についても取り組みを始めたところでございます。左の
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ほうからいきますと、「動画を用いた伝わる広報」と書いてありますが、淀川河川事務所、

琵琶湖河川事務所ともにYouTubeに公式チャンネルを開設いたしております。ここでは、

例えば洪水時の河川の状況を、いわゆるタイムラプスカメラで録画をしまして、平常時の

水位の低い状態から高い状態までどのように川の様子が変わっていくかといったことです

とか、例えば琵琶湖河川事務所のほうでは天ヶ瀬ダム再開発の工事の進捗状況を同じくビ

デオで取りまとめて、ふだん現場に行っただけでは見られないようなことを動画でご説明

するということの取り組みをさせていただいています。 

 右のほうを見ていただきますと、「VR技術を活用した浸水情報の発信」と書いておりま

すが、このVRツールというところにありますように、こういったゴーグルをつけることで

仮想の状況をつくり出すと。例えば、ヘリコプターに乗った状況で流域を見るような仮想

体験をしていただいて、その流域を見ていただいた上で浸水想定区域を表示させると、ど

こが浸かるのかといったことが、よりわかりやすいのではないかということで、こういっ

たツールも開発をして、そういった浸水想定区域の説明などに活用させていただいている

ということもしております。 

 続きまして、その下の８ページをご覧ください。ここでは、住民の方に関心を持っても

らうための取り組みをご紹介しております。 

 左のほうでは「広報施設における企画展示」ということで、淀川河川事務所では定期的

に企画展示を行っております。平成28年には昭和28年台風13号に関する展示を行っており、

平成29年には大正６年に淀川本川の右岸側で堤防が決壊した大塚切れというものがちょう

ど100年を迎えましたので、その大塚切れに関する企画展示をさせていただいたというこ

とでございます。平成30年度につきましては、明治150年というのをあちこちでお目にさ

れたかと思いますけれども、それにちなみまして「淀川のはじめとこれから」というタイ

トルで明治時代の写真を集めてきまして、それを展示させていただいたと。特に淀川資料

館だけではなくて、琵琶湖河川事務所のアクア琵琶でも展示をするということで、いわゆ

る連携企画ということで開催させていただいております。 

 そのほか、資料館に来ていただくだけではなくて、例えば船着き場のあたりでイベント

があるときには、出張資料館ということでテントを張って、そういったところでも例えば

舟運に関する展示をしたり、防災に関する展示をしたりといったことも行っているという

ところでございます。 

 右のほうでは「毛馬排水機場の見学会を開始」と書いておりますが、先ほどの平成30年
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の台風21号のときに毛馬排水機場が大阪市内の浸水を防いだということを、より多くの方

に知っていただこうということで、平成30年度より毎月住民の方々や関係者の方々を対象

にした施設の見学会といったものを始めさせていただいたというところでございます。 

 資料をその先に進んでいただきまして、12ページをご覧ください。こちらは「破堤氾濫

に備えた分かりやすい情報発信」ということで、左につけておりますように出前講座とい

うことで、ここで小学生の方々の防災教育の際にも、大雨が降った際に例えば堤防が切れ

たらどこまで水が来るかといったことのご説明をさせていただいております。 

 右につけておりますように、平成27年には水防法が改正されまして、想定災害の雨を対

象に浸水想定区域を公表するということが義務づけられておりますので、これにつきまし

ても管内の河川について公表をしているところでございます。 

 また、その下に写真をつけておりますが、琵琶湖河川事務所のアクア琵琶では、こうい

った大型のタッチパネルを用いまして、これを使って例えば子どもさんが指さしていただ

いていますけれども、指さしたところの堤防が切れたときに、どこまで、どんな時間で水

が到達するかといったことを動画で見ていただけるようなこともさせていただいていると

ころでございます。 

 続いて、14ページをご覧ください。こちらは上下流交流の促進ということで、ダムを挟

んだ上流域と下流域の連携・交流を深めるということの取り組みでございます。 

 天ヶ瀬ダムでは、宇治の観光ボランティアガイドクラブの方々と一緒にこういった見学

ハイキング・ツアーとか、平成28年にはプロジェクションマッピングなどを行ったという

ことでございます。 

 また、右のほうを見ていただきますと、宇治市内の高校生の方々のアイデアをもとに、

こういった「宇治魅力発見ツアー」などの開催をして、高校生の視点・アイデアを活用し

た天ヶ瀬ダムの利活用についても話し合いをしていただいたということを行ってございま

す。 

 人と川とのつながりにつきましては、以上でございます。 

○中谷委員長 

 すみません、ちょっと13ページを手短にお願いいたします。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 失礼いたしました。資料－２－２の13ページのほうは、関係機関との連携ということで、

指標は協議会等との連携内容ということになってございます。ここで挙げさせていただい
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ておりますのは、水害に強い地域づくり協議会ということで、淀川でもかなり古くからや

ってございますけれども、最近は水防法の中でこういった自治体と情報共有をする減災協

議会といったものを設置することが義務づけられておりますので、その観点で協議会を開

催した内容についてここに書いてございます。 

 淀川管内につきましても、極力出水期前にこの協議会を開催するようにしておりまして、

平成30年度には首長会議を２回、行政ワーキング２回とか書いておりますけれども、こう

いった会議を開催してそれぞれの市町村の取り組み内容を発表していただいて、それを水

平展開するといったことを目的に会議を行っているところでございます。 

 同様に右のほうでは、野洲川と瀬田川でそれぞれ開催しております地域安全協議会の開

催状況についてご紹介をしているところでございます。ここには、国と市町村だけではな

くて、県にも参画いただいて意見交換をさせていただいているというところでございます。 

 では、続きまして「環境」の資料－２－３のほうをご説明させていただきます。最初に

５ページ、６ページのところをご覧ください。 

 こちらでは観点が「外来種対策の実施」で、指標が「外来種の現状把握と対策内容」と

いうことで、５ページが淀川河川事務所管内の対策内容になっております。右の上のほう

に実施内容と書いておりますが、昆虫では特に宇治川の東高瀬川の上流のあたりでアルゼ

ンチンアリが確認されているということで、ベイト剤をまいてその除去を行っているとい

うことでございます。そのアルゼンチンアリの確認状況につきましては、シートの下のほ

う、右に平成27年度と30年度のアルゼンチンアリの捕獲数といったものを図化したものを

添付してございます。ご覧いただきますと、緑が捕獲なしということで、オレンジ色の部

分がだんだん減っていって黄色になったりとか緑色に変わっているということで、駆除で

きているのではないかというふうに考えているところでございます。 

 そのほか植物につきましては、オオバナミズキンバイの除去を行っておりますし、また

点野ワンドとか鳥飼ワンドのほうでは、ナガエツルノゲイトウの駆除を行っているところ

でございます。 

 外来魚につきましても城北ワンドのほうで駆除作業を行っておりまして、その結果につ

きましては先ほどのアルゼンチンアリのすぐ左に平成25年度以降のブルーギルとオオクチ

バスの駆除数ですけれども、それをグラフとしてつけてございます。 

 次の６ページでは、琵琶湖河川事務所管内の取り組みの状況でございまして、ここでは

主に水草のオオバナミズキンバイとかナガエツルノゲイトウの駆除についてのご紹介でご
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ざいます。琵琶湖のほうから流れてきた外来水草が瀬田川でもかなり確認をされてござい

ましたので、その駆除をここに書いておりますようにIVUSA、これはNPOの国際学生ボラン

ティア協会の方々ですけれども、そういった大学生の方々がボランティアで琵琶湖の水草

の駆除をされていると。その活動範囲を瀬田川のほうにも広げていただいて、学生さん方

と私ども職員が一緒に水草の駆除を行っているということを平成28年度から取り組み始め

たというところでございます。 

 右に写真をつけておりますように、学識経験者の方による駆除方法、どういった時期に

取ればいいかとか、その取る際の注意点は何かといったことも勉強を行って、その後、実

際に現場に出て駆除をするといったことを行っております。 

 左の下のほうに戻りますけれども、平成29年には河川愛護に功労をしていただいている

ということで、IVUSAの方々に対して表彰をさせていただいたということでございます。 

 駆除数量につきましては、右下のほうに棒グラフでつけているとおりでございます。 

 続きまして、11ページをご覧ください。11ページが淀川の鵜殿のヨシ原の保全の内容、

12ページが野洲川の河口のヨシ原の保全内容になってございます。 

 11ページのほうでは、鵜殿地区の冠水頻度を高めるために河川敷の切り下げを行いまし

て、ヨシが水に浸かりやすいような工夫をしてヨシ原の再生を行っているというところで

ございます。環境委員会の指導・助言も得ながら行っているところでございまして、結果

の部分にヨシ群落、オギ群落の面積の割合をつけてございますけれども、緑色の部分がヨ

シ群落ですが、平成14年の切り下げ前と比較をしまして、近年に比べると約2.9倍ほど面

積が増えているということを確認してございます。 

 12ページは、先ほどもちょっとありましたけれども野洲川の河口部のヨシ帯の再生に関

する整備ということでございます。左の整備前と書いた写真のところをご覧いただきます

と、矢板護岸でかなり切り立っているような状況で、河川の横断方向の連続性が確保でき

ていないということもあって、これを改善するためにこの部分にヨシ帯の整備を行ってお

ります。 

 右に実施内容をつけておりますが、施工直後と５年後、施工前と６年後というふうに写

真がありますが、こういったものを比較していただきますとわかりますように、ヨシ帯が

かなり年々拡大してきているといったことがご覧いただけるかと思います。 

 続きまして、13ページ、14ページ。こちらは、川本来のダイナミズムの再生ということ

で、水位変動リズム回復のための流況・位況の改善です。 
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 13ページ目が淀川大堰における改善内容となっております。左に航空写真をつけており

ますが、淀川本川と大川のほうではかなり水位の差が生じてございます。この水位差が大

きくなってくるとアユが遡上していくことができないということで、この水位差をできる

だけ小さくしようという取り組みを行ってございます。 

 右上のグラフを見ていただきますと、横軸に４月１日から５月31日までの日付をとって

おりまして、縦軸が淀川本川と大川の水位をつけております。赤い線が大川の水位でござ

いまして、これは潮位に影響されますので、かなり振れ幅が大きいと。一方で青い線が淀

川大堰の湛水区間の水位でございますけれども、この大潮の部分で赤い枠をつけておりま

すが、大潮で潮位が高いときに淀川大堰上流区間の水位を下げてやることで、この落差を

小さくすると。それによってアユなどが遡上しやすくなるのではないかということで、そ

の遡上可能時間がどれぐらい増えてきたかというのを結果のところでグラフでつけておる

という状況でございます。 

 それと、14ページ目のほうは琵琶湖の水位に関する水位操作の改善内容についてのご紹

介でございます。琵琶湖でも右のグラフにありますように、赤い線が、これを上回らない

ように管理をしている、目標としている水位です。例えば、平成28年のところを見ていた

だきますと、４月１日から７月１日まで横軸にとっておりまして、縦軸は琵琶湖の水位で

す。４月１日から６月15日まではプラス30㎝を上回らないようにしていると。出水期に備

えまして６月16日以降はマイナス20㎝に下げている。この30㎝からマイナス20㎝まで下げ

ていくときに、ちょうどコイ科魚類の産卵時期と重なりますので、下げていく途中で例え

ばコイ科魚類が卵を産むと水位を下げてしまうことによって、草に産みつけられた卵が干

からびてしまうということを何とか防いでいこうということの取り組みを試行的に行って

いるということでございます。雨が降った際に、できるだけその水位をキープしてやって、

卵がかえった後に水位を下げていくということの取り組みを行っております。 

 平成28年から平成30年までをつけておりますけれども、ところどころくっと上がってい

る、雨を上から棒グラフで表現しておりますが、雨が降った後に水位が上がったときに魚

が卵を産みつけることがわかっておりますので、その後３日、４日程度キープをするとい

う取り組みをしてございます。 

 前回の委員会のときにも、かなり雨が多く降るとこの試行操作ができないということの

ご紹介をさせていただきましたが、この３カ年につきましては６月の前半の時期とか５月

の後半の時期に、それほど大きな雨がありませんでしたので、この試行操作がうまくいっ
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たのではないかというふうに考えているところでございます。 

 続きまして、17ページ目をご覧ください。ここでは琵琶湖の南湖の再生プロジェクトの

取り組み内容についてご紹介をしてございます。 

 琵琶湖南湖の再生につきましては、平成16年以降、琵琶湖・淀川流域圏の再生というふ

うな大きな目標を立てて国交省のみならず、水産庁、滋賀県さん、あと大津市など沿川の

市町と、あと水資源機構さんによる取り組みをずっと継続してやってきているところです。

最近は特に南湖再生ワーキングというものではなくて「流域企画ワーキング」という名前

でその情報共有を図っておるところでございます。左のほうにつけております、例えば、

瀬田川の水草の繁茂状況ですとか水草の対策状況、あと南湖湖底の改善事業ですとかセタ

シジミの漁獲量などについて情報共有を行っているということでございます。 

 滋賀県さんからは、南湖湖底改善事業でシジミの稚貝を放流したりとか、水草が大量に

繁茂していることの対策を行っていただいておりますけれども、実際に流れ藻などによっ

てシジミ漁の再開には至っていないということをご紹介いただいているというところでご

ざいます。 

 環境につきましての説明は、以上でございます。 

○中谷委員長 

 ありがとうございました。すみません、10ページのところをちょっとお願いできますで

しょうか。それと、10ページの中ほどにあります71日水位とか22日水位、年最小とかは書

いてもらっていますけれども、要は何日程度その辺がどうかというようなところも、わか

ればあわせてお願いしたいです。今、データがなければもう結構ですし、すみませんが10

ページをちょっとお願いできませんか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 10ページにつきましては、今、淀川の河川整備計画の中ではワンドを倍増していこうと

いうことを目標にしておりまして、右側のところにありますように実施方針、現在51個あ

るワンドを10年間で90個以上にしようということを目標に整備を進めてきたところでござ

います。 

 この左につけております図は、淀川本川の右岸側の芥川との合流点付近でのワンドの整

備の状況でございます。平成22年度から27年度にかけまして、ここに挙げておりますよう

な９号まで、それぞれのワンドを整備しているというところでございます。そのワンドの

整備のイメージが右上の、先ほど委員長のご指摘があったこの横断図の部分で、同じよう



 - 23 - 

な均一の水深にならないように幾つかの変化を持たせるようにということで、深さを変え

て整備をしているという状況でございます。 

 ちょっと、先ほどご質問のありました何日ぐらいで完成するかということにつきまして、

ちょっと今資料を持ってございませんので、説明についてはできませんがご容赦いただき

たいと思っております。 

○中谷委員長 

 川で言う豊平低渇（ほうへいていかつ）的な感じで言うと、どれぐらい使っていてどう

や的なのが。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 ちょっと調べますので。 

○中谷委員長 

 いえいえ、それはまた。どうもありがとうございました。 

 そしたら、今「人と川とのつながり」「河川環境」について説明をいただきました。こ

れに関して委員の皆様から質問、ご意見等を伺います。ご質問等がありましたらどうぞ。 

○小川委員 

 失礼します、小川です。今、委員長のほうからご質問のあった22日水位、71日水位とい

うのをちょっとご説明させていただきます。 

 先ほど事務局のほうからご説明がありましたように、淀川ではワンド倍増計画というも

のに従って、目標90個にもうほぼ近づいてくるくらいワンド再生がされていまして、イタ

センパラが最近外来魚駆除の効果が出て数が増えてきているという報告もありましたが、

城北の下流に行くほど冠水頻度が非常に低いんですね。今、資料の10ページの唐崎という

のは、ちょうど枚方から少し下流ですので、水位の変化が城北に比べたらかなりあるわけ

です。そこで１年間で22日水がかぶる水位がこの資料の点線のところです。だから、その

下の低い位置にあるのは１年間に71日水がかぶると。こういう水陸移行帯と言いますか、

１年間のうちに水がかぶったり干上がったりと、こういう環境が昔の淀川にはたくさんあ

ったんですが、それが川の安定化とか低水路の深掘れみたいなことで二極化が進みまして

こういう環境が減っておりますので、それを再生しようという取り組みでこういう唐崎地

区にはワンドを再生していただいた。 

 ただ、思ったよりもちょっと攪乱が小さくて、まあまあ環境とはそんなものだと思いま

す。頭で考えたとおりにはなかなかいっていないというところもあります。 
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○中谷委員長 

 ありがとうございました。ほかに委員の皆様、どうぞ。 

○松本委員 

 同じ箇所なんですけれども、私は先ほど申し上げたように猪名川流域。猪名川流域は河

道が狭いのでワンドを再生できるようなところはほとんどないですけれども、一部やって

いるんですね。それを時々見に行くんですけれども、ほぼ埋まってしまっている。当初の

予定はどういうふうに考えられていたのかわからないんですけれども、本当にこんなとこ

ろに掘ってどれぐらい効果があるんだろうと思いながら見ていたら、やっぱり全然そこは

埋まってしまってというようなことがよくあるんですね。これって本当に税金の無駄遣い

をしていないかなとちょっと思ってしまうような場所もあって、それはそれでいろんな別

の場所にまた掘れたりして、いろんな形状ができたりしておもしろいことはあるんですけ

れども。 

 ワンドを掘るときの綿密な科学的データ、つまり、ここら辺に掘るとこういうふうに増

水時に形状が崩れなくて長期的に維持できるとか、そういった計算みたいなのはどれぐら

い立てられてされているんだろうかというのは時々思うのですが、いかがでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 私からお答えさせていただきます。ワンドを計画する際には、やはり流量が増えていく

と流れが直接当たるかとか、そういうことはちゃんとシミュレーションをして計画を立て

ております。また、どうしてもここは水当たりがあるとか、維持がされないだろうという

ところであれば頑丈に囲ってやるとか、ちょっとずらせてやるとか、そういうことは考え

ながらはやっております。 

 ただ、出水のときにどうしても土砂の量とか、そういうのが計算できないところもござ

いますので埋もれたりということはあるかなと思うんですけれども、このあたりはまた維

持されているというところでございます。 

○中谷委員長 

 ありがとうございます。よろしいでしょうか、松本委員。 

○松本委員 

 はい。 

○中谷委員長 

 いいことはないかもしれませんが。すみませんが、あと、ご発言の際に事業の進捗点検
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ということになりますと、猪名川はまた次のクールに入りますので、またそこはそのパー

トで十分やっていただいたら。もちろん関係してどうやったという関連を聞くとか、それ

はもう全然オーケーなんですけれども、すみませんがよろしくお願いします。 

 須川委員、どうぞ。 

○須川委員 

 外来種の３ページとか、それからあとイタセンパラというのは、どっちかというと希少

種の保全と幾つも課題を淀川流域は抱えておられて、いつも気になっているのは外来種の

全貌がどうなっていて、その中でどういう問題を実際に解決している、あるいは取り組ん

でいる、うまくいっているのもあれば、うまくいっていないのもある、そこの整理がいつ

も気になります。事業をされていることはわかるんですけれども、全体としての外来種、

どれだけ問題があって、その中のどの部分をどう優先順位をつけてやっているのかという

のが何か見えにくい。それは、生物多様性のほうもやっぱり同じ問題を感じるわけです。 

 府県に関して、私は京都府の例えばレッドデータブックも、それから外来種のリスティ

ングもやっておりまして公開をしております。その中ではもちろん、きょう淀川でやって

いる種類も全部対象種になっているわけですね。それから、実際にここでアルゼンチンア

リなんかの状況のように、やっぱり京都市さんなんかとすごく連携しないとやっていけな

い部分もあるわけです。 

 だから、一番いいのは淀川河川敷で外来種、いわゆるブラックリストというか、こうい

うのがあって、その中のこの事業をやっているんだということを明らかにすることなんで

しょうけれども。そうしないとしても、少なくとも大阪府とか京都府はそういうリストを

どっちも明らかにしておりますので、希少種もそうだし保全もそうだし、外来種もそうだ

し、その中で淀川管内でこういうことをやっているんだという何か位置づけがあると、や

っている事業が分子とすれば分母の部分がはっきりして、こういうことを重点的にやって

おられるんだなというのは可視化される、見えるんじゃないかという気がします。ちょっ

と包括的な意見ですけれども。 

○中谷委員長 

 今のご意見は、例えば進捗点検の際の指標として、もう少し具体的にこれこれの種があ

ってどうかということも明らかにしつつ結果を出すということですか。 

○須川委員 

 多分、重点的にやっておられることはわかるんですけれども、非常に課題がたくさんあ
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る中で、これを優先的にやって、成果のあるものを特に紹介していただいたんだと思うん

ですけれども。ただ、課題はものすごく多いわけで、それは単にいろんな河川レンジャー

さんの取り組みなんかで普及啓発とか、そういう部分で終わるものもたくさんあると思う

ので、ちょっとそこら辺はどういうふうにつなげていくかわからないんですけれども。や

っている事業だけの紹介じゃなくて、もうちょっとバックグラウンドを位置づける形の方

向性があるといいなと思っているという意見です。 

○中谷委員長 

 ありがとうございます。例えば、淀川ですと環境委員会とか何かそういう取り組みもあ

るんですよね。そういう中で多分議論されてはると思うんでけれども。その辺と今のこの

資料のリンクぐあいと言うんですかね、そこら辺のお話なんですか。 

○須川委員 

 環境委員会というのがあるわけですけれども、私は詳細を知りませんが、やっぱり淀川

のこの河川敷のレッドデータブックに当たるものをつくって、その中で事業としてこうい

うことをやっているんだという位置づけになってくる。それがその中とリンクしているん

だというのがあれば、それはそれで多様性に係る事業をしているんだと。希少種はこう守

っているし、それから外来種についてはこれだけ対応している。大きい重点としては、き

ょう紹介があったようなことをしているんだという、そういう流れでわかると思うんです

ね。だから、そこのところを何かなしでやりますと、何か重点的なことだけを紹介して終

わってしまうというのがちょっといつも納得いかない、そういう意見です。 

○中谷委員長 

 今の須川委員からのご指摘も踏まえて、またデータとしては多分いろいろと幅広く取り

組んでおられると思うので、結果の出し方の工夫と言いますか、どうでしょう、その辺は

またコメントがありましたら。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 今おっしゃられた全川で外来種の状態というのは、我々は環境委員会のほうの協力を得

てやっているところでございます。また、どういうものを守るべきかというのもきちんと

あるんですけれども、この中で当然外来種、この区域についてのこともそことリンクはし

ております。ただ、この背景、全体がどうなっているのかというところをちょっとお示し

していないということを、また今度どうやってやればいいかというのをちょっと工夫して、

わかりやすく取りまとめたいなと思っておりますので、お時間をください。 
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○中谷委員長 

 ありがとうございます。また、せっかくこういうお取り組みをしていただいているので、

そういう幅広いところからまた事業に直接リンクしてワンドの整備なりができていると、

こういう結果ですよというようなところをまたご紹介いただければと思いますので。 

○平山委員 

 今のことに関して。 

○中谷委員長 

 平山委員、どうぞ。 

○平山委員 

 平山です。今のことにも関連すると思うんですけれども、イタセンパラを保全するため

にイタセンパラがどういうふうに変化しました、外来種を駆除するために外来種はどうい

うふうに駆除されましたという報告はあるんですけれども、川の中にはいろんな生き物が

いるので、特定の生物が増えたり減ったりしたことによって、ほかの種類への影響が少し

気になるんです。 

 イタセンパラはすごく増えたという結果、そこだけを見ると大変いいことだと思うんで

すけれども、それによる他の生物への影響と、そういうことをあわせて見る必要はないで

しょうかということを質問をさせていただきます。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 今、我々としてはイタセンパラというのを指標種として、これが増えることで多様性が

ついてくると思っております。思っているという根拠は、やはり外来種を駆除した、そし

てイタセンパラがいる、さらにその下にいろんな生物が多様性をもって増えているという

確認はちゃんとしておりますので、そのような出し方をすればどういう影響になっている

かというのがわかりやすいかと思います。 

 ただ、ここの限られた範囲でそういうことがわかったというだけであって、全体でどう

かというのは、ちょっと我々はまだ把握はし切れていないのが正直なところでございます。 

○平山委員 

 はい、わかりました。ありがとうございます。 

○志藤副委員長 

 志藤ですけれども、もともとの整備計画のほうの文章では、ここの記載というのは啓発

活動を実施するという全体像の下に「外来種の減少を目的とした自治体の条例制定に向け
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た調整や協議を実施する」という文章がついていまして、今の須川委員とかのご意見等も

含めてなんですけれども、各自治体とこういう状況といいますか、外来種の関係について

の対策状況というものを条例の制定とか、その対策に向けたデータブック等の作成とか、

その普及であるとかというのが多分ここの整備計画に基づく内容なのかなというふうには

思うんですけれども。 

 やっておられることそのものについては、こうやって報告していただくというのもすご

く大事なことですけれども、もう一つの部分、各自治体との関係というものはどういう状

況になっているのかということも一緒に出していただくと今の内容に関しても出るのでは

ないのかなと思うんですけれども、そのあたりはいかがでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川ダム統合管理事務所 事務所長 成宮） 

 淀川ダム統管の成宮でございます。確かに整備計画を書かせていただいていまして大事

なことだと思うんですけれども、なかなかこれは非常に難しいところでして、特にこの進

捗点検というやり方の中で一定の指標を定めて進捗度合いがどうかというところを点検し

ていただくという流れの中で、どんなお示しの仕方ができるのかというと、少し自治体の

数があって、条例の制定数だとか、そういうことがあるのかもわからないですけれども、

ちょっと個別に自治体の方とお話をしながらとか、自治体でこんなお取り組みをされてい

ますみたいなのを事例的にご紹介するようなお話はできるのかもわからないのですけれど

も、ちょっと今先生がおっしゃったように整備計画の中の進捗がどうかというのは、少し

ちょっとどんなやり方になるのか、少し悩ませていただきたいなとは思います。ちょっと、

今そういうところで全体の定期的な点検の中では踏み込めていないというところでござい

ます。 

○中谷委員長 

 ほかにいかがでしょうか。松岡委員、どうぞ。 

○松岡委員 

 松岡です。12ページのヨシについてちょっとお伺いします。いろんな形で５年かけて行

政はされていると思うんですけれども、基本的に滋賀県に応援してもらっているのか、河

川のほうが頑張って応援をしてもらっているのかわかりませんが。この植栽をしていく、

ヨシを再生させていくモデルは滋賀県なんでしょうか。というのは、やる方法は滋賀県が

見本になっているんでしょうか、それとも国交省が独自で考えられているんでしょうか。

このことをまずちょっとお聞きすること。 
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○河川管理者（近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 事務所長 堀田） 

 琵琶湖河川の堀田でございます。野洲川については、ここはもともと野洲川の放水路と

いうことで新水路を掘って垂直に切り立ったような河岸の状態になっていましたので、そ

こは我々独自でそこに水陸移行帯をつくろうということで、近くのヨシ帯を移植してふや

すという形で、独自かどうかという話でいけば、我々が計画してつくっているというよう

なことです。 

○松岡委員 

 はい、わかりました。なぜこれを聞いたかというと、自然の状態、琵琶湖の状態をずっ

と見ている限り、２年もあったら一気に増えるんですよ。この右側の写真を見てもらった

らわかるとおり、５年たってもかなり閑散としているように思われます。できたら、これ

はわかりませんが、各琵琶湖の周りの河川を見ていると、川の流れに逆らって湖岸から２

㎞ぐらいの領域にヨシがすごく繁茂しているんです。このヨシをできたら実験的にでもい

いですから埋め込んでくれませんかと。この川で育っているような生命力のあるヨシ帯や

ったら自然に逆らってでも伸びるんではないかなと考えます。これはあくまで希望です。

でも、あの増え方を見ると、多分野洲川には適応できるんではないかなと考えます。ご検

討をいただけたらありがたいなと思います。 

○中谷委員長 

 今、松岡委員のお話の川の上流にヨシがある。 

○松岡委員 

 湖岸から２㎞。 

○中谷委員長 

 以上。 

○中谷委員長 

 ２㎞ぐらいの領域に。 

○中谷委員長 

 ただ見てみないと、県内の川によく生えているヨシって結構ツルヨシが多いんですよね。

ここで言うヨシとちょっと種類が違うかもしれませんので。多分、今もお話があったとお

り何か生育に適した地面の状態になれば、ほっておいても多分増えると思っていまして。

ちょっと、どういう考えでやっていただいているかというのを今の11ページですかね、事

務局からお話をしてもらえるのであればお伺いします。 
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○河川管理者（近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 事務所長 堀田） 

 ここのヨシの再生ですけれども、どういうところのものを持ってきているかといいます

と、12ページの左の下に完成イメージ図ということで写真がありますけれども、ここは河

口のところに中洲大橋があってという形になっていますが、ここに昔、中州があって、そ

こにヨシが生えていたというところがあって、その中州については河川管理上というか流

下能力上の関係でとっていますけれども、そこのヨシを再生地のほうに移植しているとい

う形でやっています。やるときにその基盤のほうも、図のほうに描いていますけれども、

ヨシ帯基盤ということで土のほうも整備をして、そこに移植をしていると。 

 先ほどの左岸側のほうはうまく生えていないじゃないかという話があって、実際なかな

かここはうまく生育がいっていない部分もあるんですが、ここは波浪の影響でなかなか右

岸側と比べて生育ができていないということで、写真にもちょっとありますけれども、ブ

ロックといいますか土のうを置いて、その波浪の影響を軽減してやろうという形でモニタ

リングをしながら、工夫をしながら取り組んでいるというような状況でございます。 

○中谷委員長 

 ありがとうございます。松岡委員が言ってはったのは11ページことですね。 

○松岡委員 

 そうです。 

○中谷委員長 

 11ページのことに関して琵琶湖でやっているようなやり方、考えでやっているのかと。 

○松岡委員 

 まず、その１点。というのは、琵琶湖で何カ所もやっているんやけど、年を追うごとに

消えていく。それがモデルやったら悲しいなと。 

○中谷委員長 

 多分、河川事業でない事業でやっているところが減っているのではないかということで

はないですか。 

○松岡委員 

 もちろん瀬田川のところも消えてますし。 

○中谷委員長 

 瀬田川のところも減ったりしていますね。 

○松岡委員 
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 そういうのを見ると、同じモデルがあって、それを国交省がやっているんやとしたら悲

しいなと思った。 

○中谷委員長 

 国交省、今、所長から説明をいただいたのは12ページの野洲川の話はそういう考えでや

っていますという。 

○松岡委員 

 はい。 

○中谷委員長 

 11ページのほうはよろしいですか。先ほど私は聞き間違えていて、11ページの写真を見

て。 

○須川委員 

 これは言うてない。 

○中谷委員長 

 すいません、失礼しました。勘違いです。 

 それでは、一旦この辺まで、ほかのテーマ。平山委員、どうぞ。 

○平山委員 

 人と川とのつながりの４ページなんですけれども、これの指標が河川レンジャーと住民、

NPOとの交流内容の回数となっていて、これに対する示している成果としては、右下にあ

る活動回数と参加者数ということでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 人数と回数については、このグラフでお示ししているとおりです。 

○平山委員 

 まず、活動回数を交流の内容や回数として読んでいいかどうかということもありますが、

恐らく見るべきものは、河川レンジャーが交流したり介入することで、どういう声を得ら

れたかとか、どういう行政とのつなぎをしたかというところを見るべきかなと私は思うん

です。ただ、それを把握しにくいということもそうなのかなという気はします。ただ、こ

れでずっと続けるのはよくないのかなと思いまして、こういう事例があって行政とこうい

うつなぎができたとか、どういうところにヒアリングをすると何々に関する声を何件聞く

ことができたということを河川レンジャーの報告書から抜き取って取りまとめるというか、

取りまとめが難しければ１例としてでも書くほうがいいかなと思います。お考えを聞かせ
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ていただければと思います。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 レンジャーの方も実際はアンケートをとってどういうことかというのも吸い上げますし、

交流を受けた側のほうもどういう成果があったかということをアンケートとしてやってお

りますので、そういうのをこの回数だけじゃなくて何かリンクをさせて表現できればなと

思っております。まずは、わかりやすいのは回数とか人数かなということでちょっと。 

○平山委員 

 もう一点いいですか。河川レンジャーは行政と地域住民、NPOをつなぐということなの

で、地域住民のほうだけでなく河川レンジャーが行政にどういう声を届けたかという、行

政とのつながりのほうも見て、報告書に記載したほうがいいかなと思います。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 わかりました、ありがとうございました。 

○中谷委員長 

 ありがとうございました。上田委員、どうぞ。 

○上田豪委員 

 同じようなことなんですが、先ほど須川委員が一番最初に言われたように、進捗点検が

どう進んでいるんやと。河川管理がどう進んだのか、川づくりがどう進んだのかというよ

うな観点、そういう指標というか成果を報告してほしいと。何をしたから、何をしたから、

何をしたからという羅列やったら、ちょっとこの委員会そのものが。「こんなんもうちは

やったで」と、「人とのつながりをこんなんしたよ、河川環境はこんなんしたよ」という

ことの、議会で行政はこんなんやってますと施策の報告のいうようなことを言うのと同じ

になってしまう。そうじゃなしに、この場は真摯に川づくりを前に進めるにはどうしよう

かというようなことでやっているという場やということを踏まえた上で、仕事はしんどい

けれども、今、平山委員が言われたようなことも非常に必要かなと。 

 特に、人と川とのつながりの２ページですけれども、点野は私も行っているんですが

「点野水辺づくりプロジェクト」という形で河川レンジャーもかかわっています。河川協

力団体もかかわっています。一般市民も学生もかかわっています。こういうところへ集約

するような格好になるわけですね。ここでは、Ｅボートも出しているし、カヌーも出して

いるし、投網も打つし、地引き網も引くし、外来種の除去もしているし、外来植物の除去、

根から取るやつ、穂だけ取ったらいいやつ、植物の種に応じてそんなこともやっているし
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と。そんなことで何をしようとしているかというたら、ここの川をどういうぐあいに市民

がいい川と思うように、あるいは行政と一緒になって管理をやっていこうやということを

提案しながら前へ進めています、こういうことが非常に重要な取り組みです。 

淀川本川で先ほども言いましたように、環境委員会でもいろいろやってもらって、学術的

な裏づけのあるやつをやってもらっていますけれども、その場で良いとわかったことだか

ら行政で進めようというんじゃなしに、こんなような市民が関わる場等でもう一度議論を

しながら、そして、その情報を入れて進めていくことが大切かなと。、環境委員、ここは

環境委員が入っていないんです。きょうは環境委員さんをここへ入れてくださいという要

望もしやないかんなということで、環境委員は入るよと言うてくれはるねんけど、一向に

その話が来ないというようなことがあります。そういういいのをつくっていこうというよ

うな、みんな寄ってつくるようなモデルが流域のあちこちになかったらいかんのです。河

川レンジャー制度に期待された成果はそういうことでもあるんですね。公園だけじゃなし

に、川自身流水の部分も含めてです。だから、そこが非常に大事。 

 特に同じ関連で言うと、先ほど唐崎ワンドとか芥川の下流の話がありましたけれども、

本川ではこれまでにあれだけたくさんワンド再生をやっているわけです。点野もするわけ

です。点野は全然委員さんは入ってないで唐崎とか芥川は関わっているという格好になっ

ていると。ところが入っているのに、一方で、市民に向けては「こんなんやりますねん」

ということは河川管理者から言わはるんやけど、「どうしましょう、今こんなん考えてい

るんやけど、市民の人も意見をくださいよ」というワークショップ等市民参画の場を設け

たら、結果として同じ計画ができたとしても、環境委員さんに言われて、事務所が計画し

たことと同じ計画になったとしても、市民が一緒につくったんやという気になれば、あと

そこの管理やとか清掃やとかも含めて活用ですね、そういうことも含めて整備後にそこで

市民の手で行われるんと違うかなと。これが川と人のつながりなんですよ。川で遊んだか

ら川と人のつながりじゃないというところを、やっぱり日ごろから、川づくりとリンクさ

せながら川と人との繋がる催し等をやっていくという河川法改正の当初の機運を具現化し

ていくことが必要なんと違うかなと思います。 

 それから、同じことの中で順応的管理ということは非常に大事であって、先ほど猪名川

のほうから話がありましたけれども、動いてしもうてるねんということで、僕も20年前に

ワイワイワンドづくりに行きました。僕はほかのところでこんな活動を始めようと思って

いたから見に行ったんですよね。そのとき言われたのは「川は川がつくるもんや」と。ち
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ょうど河川法改正のことでみんな燃えているときで、「川は川がつくるもんや、このワン

ドは動くんやと、動いて当たり前や」と、「ここでとめようとするから硬いもんをつくら

ないかんねん」という話でしたけれど。 

 そのかわり当初の見通し外れ潰れたら潰れたで、「お互い出した市民の意見も、河川事

務所の感覚もちょっと間違っててんな」となればいい。以前は、お互い責め合いをしたわ

けです。「行政が悪い」「おまえらが間違うてた」と、そうやなしに、どないしたら次の

一手、よりよい解決手法を考えようかという検討の場を設けるということが非常に大事で

あって、その川づくりの場づくりというのが河川事務所がやる仕事やと思うんです。そこ

にレンジャーやとか協力団体とかが介在するという形になって、そして後の管理もその人

たちがするというような、こんな形になってくるんと違うかなと思いますので、ぜひとも

この報告一つが何をした何をしたじゃなしに、そういう部分でどう進んだのかということ

が非常に大事かなと思います。 

 長くなりましたけれども、そういうことでお願いしたいなと思います。 

○中谷委員長 

 事務局から回答をということではないですね。 

○上田豪委員 

 そういう方向でやりますというのをもろうたら。何かぐあいが悪いですか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長 犬丸） 

 いや、悪くないです。おっしゃっていただいた、一緒になってつくったということで愛

情が絶対出てくると思いますので、それをもって管理というほうにつなげられると思いま

すので、ありがとうございました。 

○上田豪委員 

 芥川も上流にええクラブもあるわけですから一緒に。 

○中谷委員長 

 小川委員、どうぞ。 

○小川委員 

 小川です。今の議論というのは、たしかこれまでの委員会でも同じようなご指摘があっ

たと思うので出し方の問題じゃないですかね。今、上田委員のご指摘されたことはいろん

なところで、ピンポイントかもわかりませんが市民参画や行政と連携してということは行

われているような気がするんですね。 
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 特にイタセンパラは象徴なので、何でこの種だけ守るのという感じになるかもわかりま

せんが、一番最初の資料－２－１の10ページを見ていただくと、イタセンパラがここ３年、

まさに平成28年から30年の進捗点検のこの期間にすごく増えたグラフが出ていますが、こ

れこそがイタセンネットという市民と行政が一緒になって取り組んできた成果だと思いま

す。 

 ただ、よく見ていただきたいのは、これは稚魚の数なんで２万匹もおったら安心やなで

はなくて、これが何十分の一に減っちゃうと、それが成魚の数というふうに見てほしいん

です。それにしても本当にこのイタセンネットというのは、企業もトヨタ自動車とかパナ

ソニックとかいろんなものが入って、行政も大阪府、大阪市、旭区までが入って一緒にア

イデアを出しながらやってきています。ただ、これは城北の限られたワンドの中での出来

事で、先ほどご指摘にあった外来魚を淀川全体で見たらどうなのというと、ほんまにここ

のピンポイントが皆さんの力で外来魚を駆除した結果、象徴種としてのイタセンパラが復

活した。すなわち、その周りに付随する在来種も大分戻ってきているんですね。そういう

状況があって、それが徐々に広がりつつあるというような出し方をしていただいたらご理

解いただけるのかなと。 

 一番冒頭に上田委員がご指摘された市民参画という形は、いろんなところで動き始めて

いるような気がします。以上です。 

○上田豪委員 

 ちょっと。 

○中谷委員長 

 はい、上田委員。 

○上田豪委員 

 今の小川委員の話は全くそのとおりで、市民参画が進んで一番最初にイタセンネットが

できたときのこともよう覚えています。ただ、先ほどの出し方ですけれども、市民の人は

これで淀川にイタセンパラが復活しているんや、淀川がそんな川になっているんやという

ようなことで思ってしまっているような出し方になっていると。ここはピンポイントで、

極端な悪い言い方をしたら水槽で、たくさんの、外来種が出やんように排除しながら、在

来種が魚が増えたよというのと、極端なことを言うたら変わらない。そんなことを言った

ら怒られますけれども、そんなような。 

 そうじゃなしに、淀川全体にそういうイタセンパラの定着がどこまで進んだんやという
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ことも一緒に出さなあかんというようなこと。何々をしたというのじゃないと思うんです

ね。そういう意味では市民参加というのも、そういうイベント的に部分的に参加するじゃ

なくて、川づくりの提案にまで参加するということ、そこが非常に大事なことであって、

イタセンネットで蓄えた市民の力、気力、それから知識を淀川全体にどういう格好で、あ

そこの水辺やったらこのようにしたらええんちゃうかというようなことを、芥川のワンド

でそういう川づくりの検討の場をつくっていただいて市民みんなでやると、そうするとそ

こに参加した人たちの川になってくるという、ここが非常に大事なことかなというぐあい

に思います。あちこちでやっているというふうな出し方ではなく、あちこちでやっている

んやけど参加者の直接の川づくりにつながっていないと感じます。本人らが川づくりに参

画していっていない。川づくりは相変わらず行政がするもんやということにならないよう

にお願いしたいなと思います。以上です。 

○中谷委員長 

 ありがとうございました。ほかの委員さん、いかがでしょうか。松本委員、どうぞ。 

○松本委員 

 ちょっと同じことになるんですけれども、今おっしゃられたこと、ちょっと今は淀川流

域なんですけれども、猪名川のワイワイワンドと言われていた、もちろん私もそこに参画

していたんですけれども、実はその後にできたワンドのときには全然声はかからなかった

ですね。環境委員会で多分計画を立てられて、バーンと工事をやってしまった感じで。 

 まず行ったときに、この工事は何をするのという感じ。だから、やっぱり流域で活動を

している団体にとったら、そういう声がかかって最初の計画段階から参画するかどうかに

よって。だから、ワイワイワンドは本当に形状が変わりましたけれども、これはこれで

「ああ、こうなるんだな」と我々の気づきにもなったし、非常にいい、企画自体は悪くな

かったと思っているんです。 

 一方、この天から降ってきたみたいな、「あれ、何これ、突然始まった。いやいや、環

境委員会」というのと、やっぱり地元の流域住民にとって大きな感覚の違いということは

ぜひ知っておいていただければと思います。 

○中谷委員長 

 ありがとうございました。大分意見を聞いてきましたが、ほかにいかがでしょうか。 

 ちょっと時間のこともありますので、すみません。そうしましたら「人と川とのつなが

り」「河川環境」はここまでにさせていただきます。 
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 ただ、今も委員さんからお話が出ていましたように、多分全部つながっている話やと思

いますので、その辺、進捗点検というのはこういう結果なんでしょうけれども、平山委員

からもあったように河川レンジャーの活動、地域にどういう影響を及ぼしているかとか、

そういうこともあり、その中にほかの委員さんから出た例えばヨシを植えることであると

か、イタセンパラがどうかとか、その辺がずっとつながっていると思いますので、それを

分解していくと個々の施策になって、指標がこれやということになるんですけれども、川

は全部を含めたことなので、またその辺の出し方といいますか、そこら辺もまたいろいろ

皆さんの意見も聞きながら工夫をしてということを思っております。 

 次は、「治水・防災｣｢利水｣｢利用｣｢維持管理」、この４つの点に関してまとめて説明を

お願いできますでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 資料－２－４をご覧ください。治水・防災からご説明をいたします。 

 資料をめくっていただきまして５ページをご覧ください。ここでは「破堤氾濫に備えた

被害の軽減対策、避難体制の確立」ということで「ハザードマップの作成内容・フォロー

アップ」ということを挙げさせていただいております。 

 先ほども、浸水想定区域を想定最大規模のものに加えて公表したということをご説明い

たしました。ここでは、想定災害規模の新たに公表した浸水想定区域に基づいて新しく自

治体のほうでもハザードマップを更新されておりますので、そのことについてご紹介をし

てございます。 

 結果として、その下を見ていただきますと、５ページの右下のところに淀川流域では51

の市町村がございますけれども、そのうちここに挙げております大阪市から川西市まで26

ございますけれども、26の自治体において想定最大の浸水想定区域を対象としたハザード

マップに更新がなされているという状況でございます。 

 続いて、資料の７ページをご覧ください。こちらでは「破堤氾濫に備えた被害の軽減対

策、避難体制の確立」といたしまして、マスメディア等との情報共有とか情報伝達体制な

どのご紹介をさせいただいております。 

 左下のほうに写真をつけておりますけれども、危機管理型の水位計ということで、普通

一般的につけております水位観測計よりもかなり簡易な形で水位を測定するセンサーと、

そこから電波でその測定した水位情報を集約するといったものをあちこちに複数整備をす

ることを今進めているところでございます。ネットでこの情報を公開してございますけれ
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ども、綿密に細かい、家の近いところはどこかということをわかりやすくするために地図

上で幾つも危機管理型の水位計を見られるようになることで、より主体的に避難行動をと

っていただくことができるようになるのではないかと考えているところでございます。 

 右の上のほうでは、洪水情報の緊急速報メールで配信ということで、これも平成29年度

より洪水情報に関するものを河川事務所と気象庁とが合同で洪水予報として発表して、そ

れに該当する自治体を対象といたしましてプッシュ型のメールで配信をさせていただくと

いうことの取り組みを始めているところでございます。 

 また、先ほど水害に強い地域づくり協議会というものもご紹介いたしましたけれども、

７ページの右の下の写真にありますように、その協議会を構成する河川管理者と自治体の

担当者が実際に危険な箇所とか堤防の状況を共同で点検をするといったことも継続的に実

施をしているところでございます。 

 ８ページ目をご覧ください。こちらの左のほうでは要配慮者利用施設における避難確保

計画の作成についても支援をしているところでございます。平成28年に東北地方で要配慮

者施設で複数の方が被災されたということを踏まえて、この要配慮者利用施設においても

避難確保計画を作成することが位置づけられております。それにつきまして、ここでは八

幡市さんの例をつけておりますけれども、八幡市さんのほうからこの計画の作成に当たっ

て、ちょっと力をかしてほしいという依頼を受けまして、実際に浸水情報とか浸水リスク

をどういったように活用して計画をつくればいいかということについて、淀川河川事務所

で支援をさせていただきました。八幡市においては要配慮者利用施設における避難確保が

全ての施設で作成をされたというふうに伺っているところでございます。 

 ９ページをご覧ください。ここからはハードのほうで、堤防の強化対策の進捗状況でご

ざいます。 

 まず、10ページに位置図をつけておりますけれども、ここでは計画高水以下の水位で堤

防の中に水が浸透することに対して堤防を強化しているところの状況でございます。対策

延長30㎞強のところに対しまして、現時点で28.6㎞の整備が終わっているということで、

この図面の中で黒く塗っているところが対策の必要な箇所に対して整備が終わった部分で

ございます。この赤いところにつきまして、まだ安全度が低いところが残っているという

ことで、こちらについて引き続き整備をしているというところでございます。 

 続いて、11ページ目をご覧ください。こちらのほうは氾濫をした後、堤防の上を水が超

えてあふれた際に、この右下のほうに図をつけておりますけれども、氾濫した水が堤防の
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街側のほうの法尻を洗っていって、そこから堤防が崩れていくというふうな事象を、でき

るだけ壊れないように時間を引き延ばそうということで、堤防の構造を工夫することを行

っています。堤防が壊れるまでの時間を稼いで避難をするための時間をできるだけとろう

ということの目的で進めているところでございます。 

 図につけておりますように、赤い部分が平成28年から30年までに実施をした部分でござ

いまして、例えば右岸側の0.41㎞と書いていますけれども、こういった太い線で描いてい

る部分については、堤防の天端をアスファルトで舗装するなどして崩れにくくするという

工夫をしているところでございます。それに対して左岸側の2.9㎞と書いておりますけれ

ども、こういった細い二重線で描いているところにつきましては、先ほどご説明をしたよ

うな堤防の上を超えた際に裏法尻が壊れにくくするように、法尻にブロックを敷いている

部分でございます。こちらのほうは、まだかなり区間が残っておりますので、これから引

き続き実施をしていく必要があるということでございます。 

 同じく時間を引き延ばすほうの対策について、宇治川の状況が12ページにつけてござい

まして、宇治川につきましては必要な区間についての整備が全て完了しているというとこ

ろでございます。 

 資料をめくっていただきまして、13ページの右の上のほうに野洲川の整備状況をつけて

ございます。この13ページのほうは堤防に水が浸透するものに対して壊れにくくするため

の堤防強化の状況でございまして、赤く塗った部分が平成28年度から30年度までに整備が

進んできた部分で、グレーに塗っているところはもう既に整備が終わってございます。で

すから、野洲川につきましては右岸側の４㎞付近、緑色が残っている部分、あとここの部

分の整備を残すところというところで、かなり進捗が進んでいるという状況でございます。 

 14ページのほうが、野洲川における堤防が壊れるまでの時間を稼ぐための対策の状況で

ございます。堤防天端の舗装については、こちらはございません。堤防裏法尻の補強を赤

く塗った部分でこれまでの間に既に整備が終わってございます。残り、この緑色の部分に

ついての裏法尻の補強をこれから進めていく必要がございます。 

 資料をめくっていただきまして、16ページ目、こちらが川の流下能力を増大させる方策

の進捗状況でございます。図のほうを見ていただきますとわかりますように、上のほうで

は天ヶ瀬ダムの再開発事業の進捗状況をつけてございます。平成28年度から30年度の間に

つきましても、トンネル式放流設備の建設を鋭意進捗してございます。令和３年度に完成

することを目標に現在整備を進めているところでございます。 
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 その右下のほうでは、瀬田川の河道掘削の進捗状況をつけてございまして、こちらは高

い部分、赤く塗った部分、右岸側の部分で掘削を行ってございます。残りは、この緑色に

塗った部分で、瀬田川洗堰から下流区間で一部の残っております。こちらにつきましても

令和２年度の完成を目指して整備を進めているというところでございます。 

 続きまして、18ページ目をご覧ください。こちらは既存ダムの効果についての説明でご

ざいます。これは平成29年の台風21号の、先ほど洗堰の全閉操作についてのご説明をもと

の資料で説明いたしましたが、ここでは天ヶ瀬ダムの洪水調節によって下流の水位の低減

を行ったという部分についてご説明をしております。結果のところにつけておりますよう

に、宇治川の槇尾山の地点におきまして30㎝程度、水位を低減させる効果があったという

ことを確認しているところでございます。 

 治水・防災については以上でございます。 

 続きまして、利水のほうのご説明をさせていただきます。 

 資料－２－５の４ページ目をご覧ください。ここでは新規水源の確保ということで、川

上ダムと天ヶ瀬ダム再開発事業により水源の確保をするものについての進捗状況を掲載し

てございます。この右上のほうを見ていただきますと、まず川上ダムでございますけれど

も、ダムの本体建設工事に着手をしておりまして、この資料作成時点では本体基礎掘削が

完了というふうに書いてございます。９月からは堤体のコンクリート打設を行っておりま

して、つい先週は定礎式を行ったところでございます。その下、天ヶ瀬ダム再開発事業に

つきましても先ほど来ご説明をしておりますが、進捗率といたしましてはトンネル式放流

設備が８割進んできたというところでございます。 

 次の５ページをご覧ください。こちらは「渇水調整の円滑化に向けた取り組み」という

ことで、平成27年から淀川水系で水を取水されております利水者様と意見交換を行ってい

るところでございます。平成30年度につきましては、気候変動によって渇水リスクが増す

のではないかということの影響についての検討を行っておりまして、その内容について利

水者様に情報共有をさせていただいて、今後必要な水を確保するための対策についての検

討を進めていこうということの取り組みを行っているところでございます。 

 続きまして、資料－２－６「利用」の説明をさせていただきます。 

 めくっていただきまして２ページ、こちらは舟運の取り組み内容ということで、冒頭の

資料でもございましたけれども、平成29年から天満橋から枚方をつなぐ民間事業者による

定期運航が開始されたところでございます。私どもとしましては、例えば船着場のサイン
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を設けたりとか、河川公園の中にも船着場に誘導するための舗装上にこういったサインを

設置したりしております。また、さらに利便性を向上するために「枚方船着場」と屋根に

書いた待合テントの設置などを行って利便性の向上を図っていると。 

 さらに、その下にありますのは十三のあたりから河口のほう、このときはUSJまで行き

ましたけれども、今後、万博の会場に向けて淀川下流部のほうで航路として実際実現する

かどうかについて行政機関による試乗会を行って、その検討を進めているというところの

ご紹介でございます。 

 ４ページ目、こちらは川の安全利用施策の実施ということで、安全利用点検ですとか水

難事故防止に向けた取り組み内容をご紹介してございます。左下に挙げておりますように、

水難事故防止の取り組みといたしましては、河川レンジャーの方にもご協力をいただいて

ライフジャケットの着用指導とか、あとは着衣水泳とか、そういったことについても実施

をしているところでございます。 

 右のほうでは、淀川における高水敷の陥没の点検と、その後の対策。その下では琵琶湖

河川事務所管内で水難事故がよく発生をしております野洲川の落差工付近での巡視とか声

かけを行っている状況をご説明しているところでございます。 

 続きまして、資料の６ページをご覧ください。ここでは「川らしい利用の促進」という

ことで河川保全利用に関する取り組み内容を設けております。河川区域の公園など占用施

設につきましては、占用の更新のタイミングに合わせて許可に際して河川保全利用委員会

における学識者からの助言を得て、それを施設管理者に伝えることで環境改善を行ってい

こうということを行ってございます。 

 ６ページ目が淀川河川事務所管内の状況ですけれども、ここではこういった図につけて

おりますように、淀川で４件、宇治川で４件の更新が平成30年度にございまして、審議い

ただいた結果、右の一番下に書いておりますけれども、委員の方々からは草地を積極的に

環境学習に利用することですとか、例えば外来種に関する看板を設置してはどうかといっ

た施設管理者に対しての改善とか指導のコメントをいただいて、それを施設管理者のほう

に伝えさせていただいているということを行っております。 

 ７ページ目が琵琶湖河川事務所管内における保全利用委員会の取り組みでございまして、

こちらでも平成30年に守山市さんが占用されております野洲川改修記念公園において、近

年はゲートボール場の利用者が減ってきたということで、ゲートボール場として利用する

ものから多目的広場ということで再整備をするといった見直しが行われたということでご
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ざいます。 

 続きまして、９ページをご覧ください。こちらが「憩い、安らげる河川の整備」という

ことで水辺の整備内容ということになってございます。 

 左のほうで「淀川アーバンキャンプ」と書いてございますけれども、淀川の十三のあた

りで河川敷の空間を活用する社会実験を商工会議所などと合同で行ってございます。都市

部で、そのすぐ横に自然を楽しめる河川空間があるということで、例えばここに写真をつ

けておりますようなキャンプとかバーベキューなどをしていただいて、川の魅力を知って

いただくというふうな取り組みをさせていただいているところでございます。 

 利用につきましては以上でございます。 

 続きまして、資料－２－７の維持管理の説明に移らせていただきます。 

 ２ページをご覧ください。ここでは堤防等の施設の機能を維持するための適切な維持管

理ということでございます。左のほうから施設の点検状況としてつけておりますけれども、

瀬田川洗堰のゲートの点検状況ですとか、毛馬水門での施設の点検状況をつけております。

点検した結果は冒頭の資料にもありましたように点検結果として公表をしておりますが、

その右のグラフにつけておりますように、まず淀川河川事務所では要監視段階のものがこ

れだけあって、そのうち予防保全段階のここの水防につきましては対策が望ましいという

ことで、今後、順次補修を行っていくという状況でございます。 

 その右側の琵琶湖河川事務所につきましては、要監視段階のみでございまして、予防保

全段階のものはなかったということでございます。その予防保全段階のものとして、修繕

を行った内容の例をその下に補修状況としてつけておりますけれども、こちらは毛馬水門

の門柱における鉄筋の露出状況でございます。右側の写真のほうを見ていただきますと、

門柱のコンクリートの一部がはがれ落ちて中の鉄筋が出ておると。かなり腐食が進んでい

るということで、この防食処理を行いまして、その上にコンクリートの補修を行っている

という状況でございます。 

 その下の文字でつけておりますけれども、天ヶ瀬ダムにつきましては平成28年度から30

年度におきましては、ダムの安全性機能への影響がある変状については、確認はされてい

ないということでございます。 

 続きまして３ページ目では、その維持管理におけるコスト縮減策のご紹介でございます。 

 左のほうは淀川河川事務所でございますけれども、これは事務所のすぐ裏の堤防の天端

のところで除草のコスト縮減のためヤギをお借りしてきまして、一部囲ってこの部分の草
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を刈るかわりにヤギに食べさせるといったことも行っているところでございます。 

 右のほうは琵琶湖河川事務所の取り組みといたしまして、刈った草を堆肥にいたしまし

て、それを一般の方々に配布をさせていただくという取り組みをしているところでござい

ます。 

 ４ページ目をご覧ください。こちらはダムの機能の維持内容ということでございます。

天ヶ瀬ダムの堆砂状況でございますけれども、左のグラフにつけておりますように、横軸

はダム設置以降の年次をとっておりまして、縦軸に堆砂量をとってございます。全部の堆

砂量をオレンジ色で描いておりますけれども、計画堆砂量、100年でおよそ想定される堆

砂量として600万㎥を想定しているものに対して、現時点で８割強堆砂が進んでいると。

さらに、その下に黄色い棒グラフに描いておりますように有効貯水容量内の堆砂も進んで

いるということでございまして、その堆砂の形状につきましては右の上のグラフにつけお

りますけれども、これはダムから右に行くに従ってダム上流区間に向かっていくような形

になっておりまして、この一部分、例えば洪水貯留準備水位72ｍと書いてありますけれど

も、この部分にかかっているようなところでも堆砂が始まっていると。 

 この旧大峰堰堤という昔発電のダムがあったものが残されておりますけれども、その部

分までにかなり土砂か堆積しているような状況になっておりまして、その堆砂の進行によ

ってダムの堤体のほうにも土砂の堆積が進んできているような状況になっております。そ

れに対してまして、下の写真につけておりますように平成28年度より年間２万㎥程度ずつ

の掘削を継続的に行って貯水池の有効貯水容量の確保を図っているという状況でございま

す。 

 続きまして、６ページをご覧ください。河道内の樹木の伐採状況ということで、６ペー

ジ目が淀川河川事務所管内の状況でございます。左の下のほうに淀川の図をつけておりま

すけれども、この図の中で青く塗っている部分、28㎞から30㎞のちょっと下流ぐらいまで、

このあたりが平成29年度に実施した箇所。オレンジ色部分が平成30年度に実施をした箇所

ということでございまして、右のほうに伐採前と伐採後の状況をつけてございます。また、

伐採した樹木につきましては、出張所などで一旦仮置きをいたしまして、無償で提供させ

ていただいて処分コストの低減を図っているというところでございます。 

 ７ページ目のほうでは、琵琶湖河川事務所管内の取り組み状況でございまして、図につ

けております赤く塗った部分、稲荷大橋から服部大橋の部分、あと上流の12㎞付近で平成

28年度から30年度の間に樹木伐採を行ってございます。そのほかの部分につきましても、
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計画的に順次伐採を行っていく計画でございます。 

 琵琶湖河川事務所におきましては、公募伐採というものを行っておりまして、淀川河川

事務所では伐った木を配布しているというご説明をいたしましたが、琵琶湖河川事務所で

は木を伐ることに参画していただく方を募集しているところでございます。応募された方

の状況をグラフにつけておりますけれども、平成30年度では18名の方々がこの木を伐るこ

とに参加をされたということでコストの縮減につながっているのではないかと考えてござ

います。 

 説明は以上でございます。 

○中谷委員長 

 ありがとうございました。４つの分野の説明をいただきました。 

 どこからでも結構です、委員の皆様、質問、ご意見等ありましたらどうぞ。 

 見ていただいている間に、防災面の話なんですけれども、水位計とかをつけるという話

がありまして、関連して前々からちょっとお出会いするときには言っているんですけれど

も、例えば今カメラの台数も結構増えていると思いますし、堤内地にお住まいの方も多分

見られることが多いと思うんですが、その目印となるところ、例えば川の水の流れるほう

にはちゃんと赤白の模様がついたスタッフ的な標尺があるんですけれども、カメラが見ら

れるようなところであれば、前に木津川やったかな、一回案内してもらったところに、ち

ょうど堤内側にも階段がついていて、そこやったら赤白のペンキを塗れるやんと思って見

ていたんです。要はリアルタイムで川の水面を見ていたときに、住んでいるほうから見る

と実はどの辺に水があるんやみたいなことがわかると、一つ、危機感を醸成と言うと変な

言い方ですけれども、モニターできていてそういうこともありかなと。そのためにいっぱ

いカメラをつけて回る必要はないんですけれども、もしできる範囲であれば、例えばそれ

で水位計のところは消防団、水防団が見たりできるわけですし、そういうところもちょっ

と工夫していただくのもいいかなと思っています。 

 あと一つは、今そういう水位計のデータなりがありますと、みんなが見に行ったときに、

要は回線の太さと言いますか、その辺がどういう対応をされていくのかというようなこと

もあり、すみません、ちょっとチャイムが鳴っていますけれども少し延長をさせていただ

きます、よろしくお願いします。 

 それとともに今はデジタル放送になっていて、NHKあたりでもレーダー雨量とかをずっ

と出したりするんですけれども、その辺と調整をして地元の協議会なりがあるのであれば、
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何かそういうところのデータもうまくテレビ画面に出すような調整を今後していくとか、

そういうこともありかなと思っておりますので、参考意見として聞いておいていただけれ

ばと思います。 

 今ほど説明していただいたパートで委員の皆様から何かありませんでしょうか。 

 多田委員、どうぞ。 

○多田委員 

 多田です。治水・防災のところなんですが、一番初めの資料－２－１でもご説明をいた

だいたんですけれども、ちょうど天ヶ瀬ダムの放流のときに以前までは日本語放送やった

んですけれども、今は多言語で放送を流していただく。周辺の観光客を中心とした従事者

等については非常に助かっているというようなところと、この多言語放送というのは聞く

ところによると何か国内初やったというようなところなんです。 

 ちょっと質問をさせてもらいたいのは、ほかの地域で今後そういうような観光客向け、

要は多言語放送というふうなことを今後やられていくような箇所があるのか。まあ観光地

やからというのもあるんですけれども。 

 もう一つは、防災のほうで19ページ、20ページあたりで陸閘が閉まるというようなとこ

ろが、今後潮位が上がってというようなときに、先ほどと同じように多言語の問題という

ようなところで、できるだけ今後、来年のマスターズであり、今後の万博でありというの

で年々海外の人が非常に増えている中で、今後の対策の一つとして外国人さん向けの表現

の仕方の準備です、やってくださいというよりも、そういうときにどうしたら対応できる

かなというような準備も今からされておく、もしくは組み込んでいただければ、来られた

方に対してのおもてなしの一つになるんじゃないかなと思って、ちょっと、ひとつ、お願

いをさせていただきました。以上です。 

○中谷委員長 

 事務局から、ほかにもあるのかというようなこともお尋ねでしたし。 

○河川管理者（近畿地方整備局 淀川ダム統合管理事務所 事務所長 成宮） 

 淀川ダム統管の成宮でございます。ありがとうございます。今おっしゃっていただいた

ように天ヶ瀬ダムについては宇治市が京都の中でも有数の観光地ということで、最近イン

バウンドがすごく増えているということがあって、安全・安心の確保ということで多言語

でということで、地域限定ですけれども塔の島の周辺のところだけ外国語放送で放流警報

を鳴らすという取り組みを平成30年の春からさせてもらっています。その時点では全国初
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だったということで新聞報道もしていただいていまして、ちょっと今の時点でどれぐらい

出ているかデータがないのでわかりません。 

 これからの取り組みなんですけれども、放流警報にかかわらずダムに関する情報ですと

か、今結構インバウンドも含めてダムの施設を見に来ていただいたりしている中で、どう

しても日本語の表記で日本人向けの内容でしか説明がされていなくて、先日も多田委員の

ところでお世話になりながら外国の方をご案内した中でもそういうご意見をいただいてい

ます。ちょっと全国的にもお話が出ているんですけれども、外国語も含めたサインですと

か、そういうものを少し工夫していったらどうかなということで、試行的にちょっとやり

かけているといったところでございますので、また今後、状況の変化等がありましたら、

こういった場の中でご紹介させていただきたいなと思います。 

 きょうのところは、すみません、全体の把握はできていません。申しわけありません。 

○中谷委員長 

 ということでよろしいですか。 

○多田委員 

 はい。 

○中谷委員長 

 ほかにいかがでしょうか。須川委員、どうぞ。 

○須川委員 

 同じことを前からちょっと気になっていまして。総括的にですけれども、人と川のつな

がりの11ページのところに、想定浸水深というマークがあって、ここにQRコードがあって、

しかもちゃんと英語で表示してあって、要するに今までこういう場所は点だったのが線に

して、さらに面に広げていく。しかも外国の方にもわかるように。だから、このQRコード

の先には英文表記とかほかの言葉があるのかないのか、やっぱりそういう姿勢がちょっと、

ひとつ重要かなと思います。 

 先ほどの多田委員が言われたところ、やっぱり要配慮者もそうだし、外国の方を配慮す

るというのも基本姿勢は一緒なんですね。特に今年の台風状況を見ていたら、温暖化で今

までは地域限定で被害が起こっていたのに、広域的に何が起こるかわからない状況に、今

年を見ていたら特にそう感じましたので、やっぱり結果としてどうやったかとすぐ問われ

るわけですね。だから、要配慮者をちゃんとやっていてよかったとか、外国の方は右往左

往せんで済んだとか、もう待ったなしになっているということをひしひしと最近、特に今
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年感じましたので、できるところからしかしようがないとは思いますけれども、まずやっ

ていただけたらなと思います。以上です。 

○中谷委員長 

 平山委員。 

○平山委員 

 治水・防災に関するところで、防災意識だとか水害に強い地域づくりの事業による、ど

の程度防災意識が高まったかとか、地域づくりが生かされたかということを確認する必要

があるのかなと思うんです。確認できるかなと思う一つの例としてなんですけれども、例

えば豪雨などときに市町の行政から避難の指示・勧告をどの地域を対象に、何人を対象に

出したかというのは市町が把握していると思うんです。それに対して、どれだけ避難した

かですとか、地域防災組織が何をしたかということを見られないかなと思いまして。もち

ろん国の事業の成果として見るというよりは、それぞれの市町のほうで把握されているこ

とを取りまとめるということになるかと思います。こういう意識が高まったかどうかとい

うのは見にくいというのを承知しつつも、その事業に対してどれだけの効果があったのか

ということは見る努力をしたほうがいいかなと思いました。もし何かお考えがあればお願

いします。 

○中谷委員長 

 事務局、いかがでしょうか。 

 考えてもらっている間に今のお話なんですけれども、例えば協議会なりを県市町と開催

されておりますけれども、多分その市町だって川の沿川で出てきていることがあるんやけ

れども、やっぱり町の中でも重点にすべきところと、そうでないところはあると思うんで

す。だから、何か広く一般にここは危ない、危ないと言うよりは、ここは具体的にこれだ

け危ないですよというレベルもあわせて広報していく必要もあるんじゃないかと。 

 それと、ニュースとかで見ていますと避難準備、避難勧告、避難指示とか、例えば何万

人というオーダーで出ているんですけれども、ほんまにそれだけの人数をどうしたらええ

のか的なところまで考えた上で出てないんじゃないかというような段階かと。ちょっと、

ややこしい言い方になりましたけれども。多分、市町、その中のまた地域単位の自治会な

り、そういう細かい単位、多分そこで線を引いてもやっぱり浸水区域はそこの線で途切れ

るわけではないので連続しますけれども。言いたいのは、やっぱり危なさのレベルがあっ

て、それなりのことを言わないとなかなか実感として伝わらない面もあるんじゃないかと
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いうようなことも思っていまして。 

 そういうところで、先ほどの平山委員のことに対してお話はどうでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長 橋爪） 

 今ご指摘をいただいた提案は、まさにそのとおりということところがありまして、我々

もちょっと危機感を伝えるような努力ということで、こういうことをしていますというと

ころはご紹介をさせいただいている状況なんですけれども、おっしゃるとおりそれが実際

にどういう効果があったのかというところの把握まではなかなかできていないというのは

課題の一つだなとは認識しています。 

 ご指摘いただいたとおり、避難率とかを集計されているところがあったりします、それ

も一つだと思いますし、例えば出水の後にアンケートをとってみるとか、そういうことも

やり方としてはあるかもしれません。ちょっと今まだ具体的にこういうことをやっていき

ますというアイデアはまだありませんけれども、できる限りそういう効果の把握にもこれ

から努めていきたいと思っていますので、そこは検討してまいりたいと思います。 

○平山委員 

 一つ、追加でいいですか。 

○中谷委員長 

 はい。 

○平山委員 

 すべからく公平に全部データを集めるというのは難しいと思うんです。そうするのを目

標にしつつも、こういうふうにやってみましたというふうに少しずつでも出していくこと

ができればいいかなと思っています。以上です。 

○中谷委員長 

 ほかに委員さん、いかがでしょうか。志藤さん。 

○志藤副委員長 

 防災のところの８ページのところで、八幡市が非常にいい取り組みをしていただいてい

て、この数年間非常に気がかりだったところが一歩進んだんだなということをきょう改め

て認識しました。 

 これは国交省と当該自治体、八幡市さんの事業所さんで取り組まはったということなん

ですけれとも、この観点、全体像のところにも出ていますように、いかに広げていくのか

というところが一つの重要なテーマでありますので、僕もこの要配慮者の利用施設の関係
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の方々とつき合いが多いんですけれども、どういうふうにつくったらいいのかとか、どう

いうふうに自分たちの具体的なところと照らし合わせて、いわゆる実効的な内容をつくれ

るのかというあたりについては、やっぱりかなり苦慮されているところがありますので、

できればここで培われたノウハウ等を八幡市さんからほかの自治体のところにも広げてい

けるように、何らかの協力体制というのを組めないかなというふうにも思ったりもしてい

るんですけれども、これは八幡市さんのほうからオファーがあって行かれたということな

んですね。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 はい、そうです。 

○志藤副委員長 

 ほかの自治体さんのところからもオファーをどんどんとれるような体制というのは何か

できないのかなというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 平成30年度は八幡市さんからお声かけがあって対応させていただいたんですけれども、

その状況をご覧になって京都府さんからお声かけをいただいているというように聞いてい

ます。ですから今後、府下の施設の管理者さんに対して同じようなことをこれから支援を

させていただくことになっていこうかと思います。 

○中谷委員長 

 松本さん。 

○松本委員 

 すみません、何か初歩的な質問で申しわけないんですけれども、その進捗状況の「進捗

有り｣｢進捗無し」、それ以外に「該当無し」という項目がございますよね。これは、この

平成28年度から30年度については計画の中に載っていないので該当なしという意味でよろ

しいんですよね。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 例えば、17番の土砂対策につきましては、今回対象とする河川においては該当がないと

いうことでございます。例えば、木津川上流のほうの砂防などにつきましては、ここで砂

防堰堤とかを整備する予定はございますので、木津川のところでは進捗状況のご説明はそ

ういうことになります。 

○松本委員 
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 わかりました。 

○中谷委員長 

 上田委員、どうぞ。 

○上田豪委員 

 治水・防災の６ページですが、水防協力団体ということで幾つか挙がっています。これ

は水防協力団体制度は改正されたらしいですけれども、以前はもう10年程前に３つしかな

いんやということで、水防協力団体のこれは他県の方から嘆きの言葉をよくいただいてい

たんです。こんなたくさんできてきているというのは、非常にありがたいなというぐあい

に思います。 

 ただ、これを見ていたらイオンさんとかゴルフ場とかいうようなことで、災害が起こっ

た後のヤードで使えたり、あるいは避難場所でつなげたりということで、水防やったらこ

れは使われないですけれども、ヤードとかいろんなことでここでそういうことに協力する

よという話やと思いますし、イオンとかは食料も含めたいろんなことの協力、あるいは高

いところへ逃げるというようなことも含めてということやと思うんですけれども。 

 そういうイオンみたいな形であれば、今あちらこちらにコンビニなどがたくさんあると

思いますけれども、こんなようなところにも災害の後のときの協力体制ということでどん

どん協力団体をつくっていって、これも先ほど言いました市民参加と一緒ですよね。企業

の市民参加ということ。 

 それから、もう一点は建設業者さんです。よそでは事例があると思うんですけれども、

建設業者さんが災害が起こったときに水防団なんかと一緒になって一肌脱ぐよというよう

なことで、やっぱりそれも指定していったらいいかなというぐあいに思います。今年も私

はちょっと参加させてもらいましたけれども、業者さんに功労者表彰とかされているわけ

ですから、そういうときには災害の時に協力せいよというようなことの制度を、ここの近

畿で拡大されていかれたらいいかなと僕は思います。 

 それから、もう一つは、業者とそういうコンビニと、それからもう一点は市民団体です

けれども、例えば私がかかわっているところでは水没ドアの簡易キッドをつくって、30㎝

たまったらこんなにしんどいんやでと。車から逃げられへんし、外へも出られないよとい

うようなことを体験してもらったり、あるいは30㎝浸かって、濁った水の中にごみがいろ

いろ、障害物があれば棒を持って歩かないと歩かれへんでと。そのためにこれぐらい危険

やから、早めに逃げてくださいよ、あるいは上に逃げてくださいよということの啓発活動
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をしているわけですけれども、そういうのは今の河川環境の団体でやったりしているわけ

です。そういうことを専門にやるようなNPOがあれば、水防協力団体として認定するとい

うような形で、どんどん市民参加をそういう形で進めていったらいいかなと。今、河川レ

ンジャーの一部で、河川レンジャー個人でそんなことをやっているけれども、団体として

そういうことにかかわる人を増やしていくということも、広がりを持たすという意味で非

常に大事かなと思いますので、検討をしていただきたいなと思います。以上です。 

○中谷委員長 

 ほかにいかがでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 委員長、すみません、１点だけ。 

○中谷委員長 

 はい、どうぞ。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 先ほどの上田委員のご指摘の中で、イオン枚方店が食料などの提供をという話があった

んですけれども、ここにちょっと書いてございますように情報発信と普及啓発活動という

ことで、今お話があったような食料の提供とかについては、まだそういったご協力という

面ではございませんので、ちょっとその点はご説明をさせていただきました。 

○上田豪委員 

 もう一歩踏み込んでいただいたら、そういう方向になるように。 

○中谷委員長 

 そうですね、ぜひ水防団が頑張ったときには何かいただけるみたいな話があると、すい

ません。 

 平山委員、どうぞ。 

○平山委員 

 質問なんですけれども、利用の４ページ目で右下ほどに２つ赤と青のグラフがありまし

て、右側なんですけれども琵琶湖河川事務所の点検結果について、14カ所補修が必要で、

10カ所しか補修していなくて、残り４カ所はどういう状況なんでしょうか。 

○河川管理者（近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 事務所長 堀田） 

 すみません、ちょっと確認をさせてください。 

○平山委員 
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 はい。 

○中谷委員長 

 ほかにいかがでしょうか。 

 こちらから多田委員に言うのも変なんですけれども、塔の島の改修が終わりまして、相

変わらずウッティー君の活躍の場があるんですけれども、何か変化とかはどうですか。す

みません、いきなり言っちゃって。 

○多田委員 

 河床掘削をしていただいたというのもあるんですけれども、ちょっと流れが多少変わっ

たというところで流速が速くなった。水位は同じなんですけれども、流速が速くなったり

とかいうので、今年はまた夏場、鵜飼の営業も半分ほどしかできていないんです。ただ、

これは宇治川だけではなくて、嵐山の鵜飼もそうですし、全国11カ所の鵜飼の地域もやは

り営業日数が少なかったというのがあって、うちだけではないというのがあるんですけれ

ども、やっぱりその川に慣れていかなあかんのかなというような考え方と、工事の関係で

川が変わったねという意見と賛否いろいろ出ているのが現状です。 

 今後の部分についても、いろいろと河川事務所さんと宇治川改修委員会というのがござ

いまして、そちらのほうで工事完了はしたけれども、あとのメンテナンスではないんです

けれども、フォロー的な部分については地元の人がお話をいろいろしたいなというような

ことがあって、鵜飼の営業だけにかかわらずなんですけれども、ちょうど右岸側と左岸側

に両世界遺産があって、増水になると宇治橋以外で周遊というのが、どっちかといったら

同じ世界遺産でも平等院のほうが人が多いんで、反対の対岸のお客さんが渡れないという

ような利害関係とかが出てくるんですけれども。自然のものですし、水相手ですからとい

うような話では理解をしているのが現状ですね。 

○中谷委員長 

 ありがとうございます。 

○河川管理者（近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 事務所長 堀田） 

 よろしいでしょうか。先ほどのご質問で14カ所の補修必要箇所に対して、10カ所の残り

４カ所はどうなっているのという話ですけれども、ざくっと言ってしまえば緊急性を要し

ないようなもの。例えばどういうものかといいますと、本当は柵があるんですけれども、

その柵が一部ない箇所があったとしても、例えば転落防止という観点からすると段差がほ

とんどないので、ここはちょっと経過観察をしていこうというようなものですとか。その



 - 53 - 

ほか公園の整備がされて占用されているようなところで、車どめが破損しているようなと

ころで占用者さんのほうにお願いしなければいけないというようなものがこの４カ所にな

っています。 

○平山委員 

 危ないままでそのままにしているのかなというふうに、このグラフから見えたのでお尋

ねしました。ありがとうございました。 

○中谷委員長 

 ほかの委員の皆様、いかがでしょうか。 

 中身は大変広範にわたり多かったのですけれども、時間の都合もありいろいろご意見を

伺いましたが、また不足というようなところがありましたら、いつでも整備局さんのほう

へメールなり届けていただいてということにさせていただいて、一旦ここで議論は閉じさ

せていただきます。 

 それでは、地域委員会では一般傍聴の方からのご発言の時間を設けることになっていま

して、予定の時間よりはかなり遅いんですけれども、もしご希望の方がおられましたらお

受けいたしますがいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、私の役目はここまでとさせていただいて、委員の皆さんからそれぞれ

ご意見が出ましたし、指標なりを設けて点検をしているということなんですけれども、委

員の意見を踏まえて指標なりを工夫していただいて、治水事業なんかでもやっぱりお金を

使って物を整備していく、それはそれでそれを目的にしてやっているんですけれども、そ

の事業の結果、何が幸せになるかというのを、指標を工夫することによってやっていただ

いている方もその効果がより見やすくなるのかなというような気もしますし、また引き続

き議論も踏まえ整備のほうも頑張っていただくということでよろしくお願いをしまして、

私の役目はここまでとさせていただきます。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 中谷委員長、ありがとうございました。 

３．閉会 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 では、閉会に当たりまして河川調査官から一言ご挨拶を申します。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部 河川調査官 山本） 

 河川調査官の山本でございます。本日は長時間にわたりご議論いただきまして、どうも
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ありがとうございます。議論の中でいろいろと委員の皆様からご意見を伺っております。

すぐに対応できるもの、なかなかちょっと対応は難しいもの、いろいろあるかと思います。

また、河川管理者だけで対応できるもの、あるいは流域の自治体、あるいは地元の方とも

協議が必要なものがございます。その中で、できるだけ次回のときには対応して、ご意見

をいただいたものに応えられるような形で進めていきたいと思いますので、また、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

○河川管理者（近畿地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐 森田） 

 本日の議事録ですけれども、事務局でまとめて、またご確認をさせていただいた後、ホ

ームページで公開させていただきます。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

〔午後 ５時４２分 閉会〕 


